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５
月
１
日
、
新
天
皇
即
位
に
よ
り
元
号
が
令
和

と
な
り
ま
し
た
。
大
型
連
休
中
で
も
あ
り
、
こ
の

度
の
祝
意
の
賑
わ
い
も
様
々
な
形
で
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
新
し
い
時
代
に
即
し
た
変
革

と
な
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
何
か
良
い
方
向

に
向
か
う
の
で
は
と
期
待
を
持
た
れ
た
方
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
現
実
は
世
界
的
な
貿
易
摩
擦
な
ど
多

く
の
情
勢
変
化
を
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
は
物
の
価
格
が
上
昇
し

て
き
て
い
ま
す
。運
転
士
不
足
に
よ
る
流
通
経
費
、

各
産
業
に
お
け
る
人
件
費
等
の
コ
ス
ト
価
格
の
上

昇
。
外
国
観
光
客
誘
致
に
伴
う
変
化
、
来
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て

の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
。
働
き
手
の
不
足
か
ら
様
々
な

分
野
で
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
福
祉
業
界
に
お
い
て
も
働
き
手
不
足
に
よ

る
疲
弊
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
外
国

人
材
の
受
け
入
れ
対
策
に
お
い
て
、
都
市
部
集
中

の
回
避
に
向
け
支
援
対
策
を
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
実
効
性
を
感
じ
る
に
は
数
年
先
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
方
で
働
き
た
い
と
、

ど
の
程
度
の
方
に
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
か
は
、

今
後
の
地
方
で
の
施
策
に
期
待
す
る
こ
と
も
大
き

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
我
々
業
界

の
人
手
不
足
に
伴
う
人
件
費
の
見
直
し
コ
ス
ト

を
、サ
ー
ビ
ス
価
格
に
自
由
に
転
嫁
で
き
ま
せ
ん
。

働
き
方
改
革
に
伴
う
労
働
環
境
の
見
直
し
な
ど
、

抱
え
る
問
題
は
山
積
み
状
態
と
い
え
ま
す
。
時
間

は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

平
均
寿
命
の
延
伸
に
よ
り
人
生
１
０
０
年
時
代

を
考
え
る
時
期
が
来
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
元
気
で
い
つ
ま
で
も
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
対
処
で
き
る
期
間
は
続
く
の
で
し
ょ
う
か
。

様
々
な
難
病
に
対
し
、
医
療
の
進
化
は
進
み
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
社
会
保
障
費
の
自
然
増
を
抑
制
す

る
中
で
、
個
人
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
も
、
継
続
す
る
こ
と

を
考
え
な
が
ら
取
捨
選
択
を
繰
り
返
し
耐
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
状
の
社
会
福
祉

が
弱
者
救
済
を
忘
れ
て
し
ま
え
ば
、
社
会
福
祉
制

度
が
不
必
要
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
福

祉
事
業
の
廃
業
、
倒
産
の
多
い
状
況
が
無
く
な
る

未
来
が
描
け
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
今
後
と
も
地
域
と
共
に
歩
む

し
ら
ゆ
り
会
に
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

しらゆり第３５号
発 刊 に 寄 せ て
社会福祉法人 しらゆり会

   理 事 長     国 頭　正 治
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社
会
福
祉
法
人
し
ら
ゆ
り
会
は
、利
用
者
の
皆
様
へ
、	

そ
し
て
地
域
福
祉
充
実
の
た
め
次
の
五
つ
の
目
標
を
掲
げ
、し

ら
ゆ
り
会
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
良
か
っ
た
と
言
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
利
用
者
の
皆
様
への

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
度
は
、改
元
や
消
費
税
増
税
な
ど
の
大
き
な
変
革
が
控
え
て
い

る
。山
陰
に
お
い
て
は
人
口
減
少・少
子
高
齢
化
の
影
響
が
重
く
の
し
か

か
る
中
、福
祉
人
材
確
保
に
お
い
て
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。新

時
代
の
到
来
に
合
わ
せ
て
社
会
情
勢
の
変
化
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
増
し
て

お
り
、福
祉
問
題
も
さ
ら
に
深
刻
化
と
拡
大
が
進
ん
で
い
る
。

　

我
々
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
使
命
感
を
強
く

し
、誠
実
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。当
法
人
に
お
い
て
は
、そ
の
有
す
る
施
設
機
能
や
専
門
性
、ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
た
社
会
福
祉
法
人
以
外
で
は
対
応
で
き
な
い
制
度
の
狭
間

に
あ
る
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、地
域
社
会
に
お
け
る
存
在
意
義

を
高
め
、必
要
と
さ
れ
る
法
人
運
営
を
目
指
し
て
い
く
。

法
人
の
基
本
方
針

法
人
の
運
営
方
針

令
和
元
年
度重

点
目
標

一
．
人
権
の
尊
重

 
 （

利
用
者
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
）

二
． 

良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

 
 （

安
全
・
安
心
・
快
適
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
）

三
．
信
頼
性
の
確
保

 
 （

苦
情
の
申
し
出
に
対
す
る
親
切

な
対
応
）

四
．
地
域
福
祉
へ
の
貢
献

 
 （

地
域
の
皆
様
へ
社
会
福
祉
事
業

へ
の
理
解
促
進
及
び
知
識
普
及
）

五
．
法
令
遵
守

 
 （
法
令
の
遵
守
に
よ
る
適
切
な
運

営
と
透
明
性
の
確
保
）

しらゆり会役員等名簿 （令和元年8月現在）

職 氏名 現在の職業及び公職

理　事

国頭　正治 理事長
泉の園・ワークセンター島根施設長

国頭　正久 統括事務局事務局長
詔光の里施設長

比良　幸男 松江市議会議員

小林　良二 社会保険労務士

須谷　　留 （元松江市民生児童委員協議会事務局長）

錦織　　暁 （元栄徳商事㈱常務取締役）

宮廻　洋子 （元本会施設長）

監　事
廣瀬　芳徳 （元栄徳商事㈱代表取締役）

出雲あかり 松江市立病院　医療ソーシャルワーカー

職 氏名 現在の職業及び公職

評議員

三島　　進 松江市議会議員、㈲三島運輸役員

瀬崎　淳一 ㈲ベリーショップ専務取締役

山本　寿子 松徳学院高校非常勤講師

上田　恭己 松江栄養調理製菓専門学校校長

石田　正美 希望の園保護者会会長

花田　範久 山陰中央新報社論説委員

中島　　修 （元社会福祉事業団職員）

金築　　宏 （元松江リース（株）常務取締役）

竹田　純子 （元本会施設長）

一
．
泉
の
園
移
転
計
画

	
	　

二
〇
二一
年
度
の
開
設
に
向
け
て
、市
と
の
事
前
協
議
、敷
地

造
成
や
建
物
の
建
築
設
計
な
ど
、課
題
を
整
理
し
な
が
ら
関

係
機
関
と
も
連
携
を
密
に
取
り
、適
切
に
準
備
を
進
め
て
い

く
。

二
．
福
祉
人
材
の
確
保

	
	　

島
根・鳥
取
両
県
に
お
い
て
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
の
増

大
、高
度
化
、複
雑
化
が一
層
進
ん
で
い
る
が
、一
方
で
若
年
労
働

者
の
減
少
が
進
み
、人
材
難
の
状
況
は
続
い
て
い
る
。当
法
人
に

お
い
て
も
、社
会
福
祉
従
事
者
を
相
当
数
確
保
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、地
域
の
理
解
を
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、国
の

政
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る「
働
き
方
改
革
」を
基
に
労
働

条
件
の
改
善
や
育
成
環
境
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
、魅
力

あ
る
職
場
作
り
を
積
極
的
に
進
め
、人
材
の
確
保
に
努
め
て
い

く
。

三
．
適
切
な
運
営
と
質
の
向
上

	
	　

福
祉
業
界
で
は
、
こ
こ
数
年
で
数
多
く
の
民
間
サ
ー
ビ
ス
が

参
入
し
て
お
り
、
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。
社
会
福
祉
事
業

と
い
う
公
益
性
の
高
い
事
業
を
安
定
的
・
継
続
的
に
運
営
し
て

い
く
た
め
、
本
部
と
し
て
も
現
場
の
意
識
改
革
や
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
等
に
つ
い
て
適
切
に
支
援
を
行
い
、
選
ば
れ
る
た
め

の
法
人
運
営
を
進
め
て
い
く
。

（任期／令和元年6月24日～令和3年定時評議員会終結の時まで） （任期／平成29年4月1日～令和3年定時評議員会終結のまで）
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　本会創立53周年記念式典が、平成31年4月12日サンラポーむらくもで	
開催されました。
　当日は、理事、監事を含む役員・職員約70名が集い、永年勤続表彰、	
新規採用職員紹介等が行われました。また記念講演においては、島根県
人権啓発推進センターの啓発指導講師で
ある藤原博詩氏をお招きしました。「同和
問題は、今　～今でもこんな差別が！～」
をテーマにご講演いただき、身の回りの	
差別について改めて考えなおす良い機会と
なりました。

年数 施設名 職名 氏名 採用年月日

20年

しら ゆり保 育 園 主 任 石倉美由紀 平成11年4月1日

しらゆり第2保育園 保 育 士 角　はづき 平成10年4月1日

暖 心 看 護 師 立花　明子 平成10年6月1日

10年

泉 の 園 介 護 職 員 松浦　真実 平成21年4月1日

光 洋 の 里 支 援 員 安部　優美 〃

詔 光 の 里 介 護 職 員 山﨑ダルニー 〃

詔 光 の 里 介 護 職 員 松本　理恵 〃

詔 光 の 里 介 護 職 員 田村　　仁 〃

詔 光 の 里 調 理 員 濱崎　明子 〃

い や し の 館 看 護 師 石田　照美 〃

しらゆり第2保育園 保 育 士 杉 中 みどり 〃

しらゆり第3保育園 保 育 士 春 木ひとみ 〃

施　設　名 職　名 氏　　名 採用年月日

光 洋 の 里 支 援 員 金村　結子 平成31年4月1日

夢 楽 の 郷 調 理 員 上川　晃弘 平成30年8月1日

詔 光 の 里 介 護 職 員 岸田　智美 平成31年1月1日

詔 光 の 里 調 理 員 長谷川　愛 平成31年４月1日

き ら め き 看 護 師 村社久美子 平成30年11月1日

し ら ゆ り 保 育 園 保 育 士 松田　千菜 平成31年4月1日

し ら ゆ り 保 育 園 調 理 員 渡 部 　 瞳 〃

し ら ゆ り 第 2 保 育 園 保 育 士 松本璃加子 〃

し ら ゆ り 第 2 保 育 園 保 育 士 槇原　佑香 〃

し ら ゆ り 第 3 保 育 園 保 育 士 遠藤　葵衣 〃

し ら ゆ り 千 鳥 保 育 園 保 育 士 大石　優香 〃

事 務 局 主 事 坂口　順子 平成30年6月1日

事 務 局 主 事 三 谷 　 新 平成31年1月1日 新規採用職員

■永年勤続者

永年勤続者表彰

新規採用職員

　今年度は勤続20年の表彰者は3名、10年の表彰者は9名となりました。
勤続20年を迎えると海外、10年を迎えると国内への職員特別研修視察に行くことが出来ます。

永年勤続（10年）

永年勤続（20年）

理事長あいさつ記念講演
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入
札
結
果

　

平
成
30
年
７
月
以
降
の
大
規
模
工
事
に
か
か
る

入
札
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．	入
札
場
所

	

松
江
市
山
代
町
９
３
４-

５

	

詔
光
の
里　

研
修
室

２
．	入
札
年
月
日

	

平
成
３０
年
７
月
２
日

３
．	入
札
参
加
者

	
島
根
電
工
㈱

	

三
和
電
工
㈱

	

サ
ン
ベ
電
気
㈱

	

一畑
住
設
㈱

	

山
代
電
気
工
業
㈱

	

㈱
日
新
電
工

４
．	入
札
結
果

	

落
札
業
者
：
島
根
電
工
㈱

	

落
札
額　

１
２
，８
５
２
，０
０
０
円

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
）

５
．	契
約
年
月
日

	

平
成
30
年
７
月
９
日

　

苦
情
受
付
総
数
12
件
の
う
ち
、
６
件
が
職

員
に
対
す
る
苦
情
で
し
た
。
具
体
的
に
は
、

利
用
者
の
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
職
員
の
対

応
の
遅
さ
や
不
十
分
さ
に
対
す
る
苦
情
、
勤

務
時
間
中
の
私
語
が
多
い
等
の
内
容
で
し

た
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
関
す
る
苦
情

が
４
件
、
利
用
者
に
関
す
る
苦
情
が
２
件
で

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
お
申
し
出
頂
い
た
苦
情
に
対

し
、
職
員
間
で
の
協
議
を
重
ね
、
ご
本
人
様

や
ご
親
族
の
皆
様
へ
の
説
明
を
丁
寧
に
行
う

こ
と
に
よ
り
解
決
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
お
申
し
出
頂
い
た
苦
情
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

出
来
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

苦
情
の
状
況
（
平
成
30
年
度
）

寄付者（敬称略） 施　設 寄付物品

森　住江 光 洋 の 里 寄 附 金

株式会社ツルハホールディングス・
クラシエホールディングス株式会社 夢 楽 の 郷 寄 附 物 品

し ら ゆ り 第 ３ 保 育 園 保 護 者 会 しらゆり第３保育園 寄 附 物 品

し ら ゆ り 保 育 園 保 護 者 会 し ら ゆ り 保 育 園 寄 附 物 品

し ら ゆ り 第 ２ 保 育 園 保 護 者 会 しらゆり第２保育園 寄 附 物 品

し ら ゆ り 千 鳥 保 育 園 保 護 者 会 しらゆり千鳥保育園 寄 附 物 品

　

平
成
30
度
年
も
多
く
の
方
々
か
ら
善
意
の
御
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（掲載対象期間　平成30年4月1日～平成31年3月31日）

最
近
の

平
成
30
年
度

寄
付
・
寄
贈

①
［
入
札
事
業
名
］  

詔
光
の
里

ナ
ー
ス
コ
ー
ル・電
話
設
備
更
新
工
事

（
指
名
競
争
入
札
）
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●平成30年度　施設整備事業
１．修繕関係
　居室照明ＬＥＤ化工事	 （光洋の里）
　居室棟廊下・トイレ空調設備工事	 （希望の園）
　私道舗装修繕工事	 （希望の園）
　駐車場舗装整備工事	 （ワークセンター島根）
　本館３階スチール手摺修繕・雨樋金物調査工事	（ワークセンター島根）
　外部コンクリート塗床工事	 （しらゆり保育園）
　保育室エアコン取替工事	 （しらゆり第２保育園）
　２階保育室仕切り家具改造工事	 （しらゆり第３保育園）
２．備品関係
　浴室パネルヒーター（新設）	 （夢楽の郷）
　ナースコール・電話設備（更新）	 （詔光の里）
　急速冷却機（新設）	 （詔光の里）
　生産管理システム（更新）	 （ワークセンター島根）
　急速冷却機（更新）	 （しらゆり第２保育園）
　送迎用駐車場照明設備（新設）	 （しらゆり第３保育園）

平成30年度決算状況 （社会福祉法人しらゆり会）

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

流 動 資 産 921,307,877	 流 動 負 債 301,130,836	
固 定 資 産 5,573,309,963	 固 定 負 債 321,717,502	

基 本 金 941,339,123	
国庫補助金等特別積立金 1,355,742,897	
そ の 他 の 積 立 金 1,057,159,755	
次期繰越活動増減差額 2,517,527,727	

資産合計 6,494,617,840	 負債・純資産合計 6,494,617,840	

（単位：円）■法人単位 貸借対照表 （平成31年3月31日現在）

（単位：円）

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

サービス活動費用 2,298,398,202	 サービス活動収益 2,286,663,076	
サービス活動外費用 1,638,714	 サービス活動外収益 34,188,852	
特 別 費 用 10,795,033 特 別 収 益 41,187,856	
当期活動増減差額 51,207,835	

合計 2,362,039,784 合計 2,362,039,784	

■法人単位 事業活動計算書 （自）平成30年4月1日（至）平成31年3月31日

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

事 業 活 動 支 出 2,165,915,554	 事 業 活 動 収 入 2,322,116,977	
施 設 整 備 等 支 出 120,887,047	 施 設 整 備 等 収 入 54,050,737	
その他の活動支出 129,238,469	 その他の活動収入 9,520,045	
当期資金収支差額 △	30,353,311	

合計 2,385,687,759	 合計 2,385,687,759	

（単位：円）■法人単位 資金収支計算書 （自）平成30年4月1日（至）平成31年3月31日
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き
た
さ
な
い
限
り
で
は
あ
り
ま
す

が
、
資
格
取
得
の
た
め
に
出
席
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
無
事
に
取
得
し
た

職
員
が
中
心
と
な
り
、
園
内
で
行
わ

れ
る
「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
」
の
講
師

を
、
消
防
署
か
ら
の
委
託
を
受
け
る

と
言
う
形
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
無
事
に
取
得
し
た
職
員
が

中
心
と
な
り
、
ベ
テ
ラ
ン
の
普
及
員

職
員
の
フ
ォ
ロ
ー
の
も
と
、
二
日
間

に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
講
師
職
員
か
ら
「
救
急
車

到
着
ま
で
の
時
間
、
最
初
の
救
命
手

当
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
」
と
言
っ

た
座
学
を
受
け
ま
し
た
。
次
に
三
人

一
組
と
な
り
、
実
際
に
倒
れ
て
い
る

人
を
助
け
る
と
い
う
想
定
で
人
形
を

使
っ
て
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま

し
た
。
一
人
は
発
見
者
で
、
意
識

の
確
認
か
ら
胸
骨
圧
迫
ま
で
の
一

連
の
手
当
て
を
行
い
ま
す
。
残
り
の

二
人
は
、
発
見
者
の
指
示
を
受
け
て

１
１
９
番
通
報
し
て
救
急
車
の
要
請

を
し
た
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
探
し
て
き
て

操
作
し
た
り
し
ま
す
。
毎
年
行
っ
て

い
る
研
修
な
の
で
、
新
た
に
学
ぶ
と

言
う
よ
り
、
手
順
を
確
認
し
て
い
る

職
員
が
殆
ど
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
々
、
業
務
中
だ
け
で
な
く
生
活

を
し
て
い
て
、
救
命
手
当
を
実
践
す

る
こ
と
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き

れ
ば
そ
の
よ
う
な
状
況
が
起
き
な
い

事
を
願
う
ば
か
り
で
す
が
、
も
し
、

実
際
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

こ
の
研
修
を
生
か
し
、
落
ち
着
い
て

適
切
に
手
当
て
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
も
の
で
す
。
泉
の
園
で
は
引
き

続
き
、
資
格
取
得
と
講
習
の
実
施
を

継
続
し
、
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
応
急
手
当
普
及
員
」
と
い
う
資

格
を
ご
存
知
で
す
か
？
一
般
的
に
救

命
講
習
は
医
師
や
救
急
隊
員
が
指
導

す
る
も
の
で
す
が
、
本
来
業
務
を
優

先
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
講
師
を
す

る
と
言
う
事
は
簡
単
な
事
で
は
な
い

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
救
命
手
当
の

普
及
は
と
て
も
重
要
な
課
題
で
す
。

そ
こ
で
救
命
法
を
指
導
す
る
た
め
に

必
要
な
技
能
と
知
識
を
習
得
し
、
一

般
の
人
に
対
し
て
講
師
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
資
格

が
「
応
急
手
当
普
及
員
」
だ
そ
う
で

す
。

　

泉
の
園
で
も
、
平
成
18
年
か
ら
毎

年
一
人
、
も
ち
ろ
ん
利
用
者
支
援
と

言
う
私
た
ち
の
本
来
業
務
に
支
障
を

救護施設　泉の園

救
命
講
習
の
研
修
を
行
い
ま
し
た

今年の講師担当職員です

ベテラン普及員職員によるデ
モンストレーション！

チームを組んで実際に訓練します
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平
成
31
年
１
月
12
日
に
第
42

回
希
望
の
園
開
園
を
祝
う
会

行
っ
た
な
か
で
、
開
園
当
時
の

写
真
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
観

て
、
昔
の
思
い
出
に
浸
り
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
時
代
は
流
れ
、

42
年
経
っ
た
今
の
希
望
の
園
の

事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

希
望
の
園
の
今

障がい者支援施設　希望の園

就労移行支援
男性4人、女性2人利用、職員3人
一般就労を目指して、就労維持B型で作業
を行いながら、働くためのマナー、体力、コ
ミュニケーション能力を身につける。その
後外部実習を経験しながら求職活動をし
て、2年をめどに一般就労をする。

そのほか、年間を通して色々な行事を行っております。
行事を通して地域の方々と交流したり、日頃の活動の発表の場であり、日々の作業の励みになっています。
５月に遠足、６月に一泊旅行（生活介護）、８月に納涼祭、９月に希望の園まつり、12月に年忘れの会、
１月に開園を祝う会、３月に一泊旅行（就労系）
特に９月に行う希望の園まつりは、一般の方をお招きする大きな行事です。今年（令和元年）の開催は９月28日です。
心よりお待ちしております。

生活介護
入所支援で30名＋短期入所や通所利用の方が数名利用。
日常生活上の発見、気付きなどを元に、より良いライフス
タイルの獲得、あるいは生産作業や創作活動を通して、潤
いのある日常生活を送ることを目指します。

［主な活動］
創作活動（華道、手芸など）、内職作業、農作業、音楽療法、体操、散歩、
買い物、遠足や一般旅行などのイベント、クリーニングやパンの作業にも
数名参加

就労継続支援B型 クリーニング 就労継続支援B型 パン工房 ナチュール

就業時間　平日 9：00〜17：00
※（土）職員1人、利用者、2人で納品

男性16人、女性9人利用、職員6人

就業時間　平日 9：00〜17：00
※土日イベント時　職員1人、利用者1人で販売

男性3人、女性3人利用、職員3人

洗い、乾燥、仕分け、シーツ投入機へのシーツ設置、シーツ受け取り、検品、シー
ツたたみ、包装、棚へ運ぶ、納品準備、車へ積み込み、納品外交、さがりの積み込
み、さがりの仕分け、タグ付け、染み抜き、アイロン、布団干し、浴衣広げ、浴衣た
たみ、内職 など

材料計量、パン生地ミキシング、生地分割、生地のガス抜き、生地の成形、鉄板
（番重）に並べる、発酵機に入れる、トッピング、オーブン焼き、具材注入、袋詰
め、仕分け、値札シール作り、値札シール貼り、納品（販売）外交、洗物、鉄板（番
重）掃除、パン工場内清掃 など

［主な取り扱い商品］
シーツ、包布、デュベカバー、枕カバー、フェイスタオル、バスマット、バスタオル、
浴衣、カラー浴衣、バスローブ、敷き布団、掛け布団、紅白帯、その他取引先の依
頼品（白衣など）

毎日ホテル、旅館のリネンをクリーニングしています。私たちは松
江の観光事業の一環を担っている自覚を持って、日々仕事をして
います。施設リネンも随時洗濯しています。気持ちの良いリネンの
提供を心がけています。

主に保育園の給食、施設の朝食を製造、スーパー、ドラッグスト
ア、高校（自販機）に納品、福祉施設、高校、一般企業、市役所で販
売。流行のパンではありませんが、一度食べたら、どこか懐かしい
感じで、また食べたくなる、おいしいパンが売りです

クリーニング作業を4人利用 パン作業を2人利用

クリーニング作業に5人参加 パン作業に1人参加
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「
み
ん
な
の
学
校
」
か
ら
学
ん
だ
も
の

相談支援事業所　ねくすと

　

平
成
二
十
六
年
二
月
一
日
に
事

業
を
開
始
し
て
か
ら
、
五
年
あ
ま

り
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
在
、
三

名
の
相
談
支
援
専
門
員
が
対
応
し

て
い
ま
す
。
事
業
所
に
よ
っ
て
体

制
は
色
々
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ね

く
す
と
は
ケ
ー
ス
ご
と
に
主
担
当

を
決
め
、
三
人
で
共
有
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。「
三
人
寄
れ
ば

…
」。
一
番
良
い
解
決
法
が
見
つ

か
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ケ
ー
ス
の
す
す
め
方
を
相

談
す
る
事
が
で
き
る
、
悩
み
を
聞

い
て
も
ら
え
る
、一
緒
に
笑
っ
て
、

一
緒
に
泣
い
て
、
一
緒
に
怒
っ
て

と
・
・
・
。
こ
れ
が
ね
く
す
と
の

強
み
だ
と
思
い
な
が
ら
、
日
々

ケ
ー
ス
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
支
援
事
業
が
始
ま
っ
て
か

ら
、
相
談
支
援
専
門
員
に
求
め
ら

れ
る
も
の
と
し
て　
「
質
の
向
上
」　

が
言
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の

為
、
研
修
に
参
加
す
る
機
会
も
多

い
の
で
す
が
、
前
年
度
の
研
修
の

中
で
、
と
て
も
印
象
に
残
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。　

　

不
登
校
ゼ
ロ
を
目
指
す
大
阪
市

立
南
住
吉
大
空
小
学
校
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た　

映
画
「
み
ん
な

の
学
校
」　

上
映
会
と
初
代
校
長

の
木
村
泰
子
氏
の
講
演
で
す
。
学

校
で
の
日
常
を
映
し
出
し
た
そ
の

映
画
は
、「
す
べ
て
の
こ
ど
も
の

学
習
権
を
保
障
す
る
」　

と
い
う

理
念
の
も
と
、
教
職
員
や
地
域
の

協
力
を
得
て
、
不
登
校
も
特
別
支

援
学
級
も
な
い
、
同
じ
教
室
で
一

緒
に
学
ぶ
、
ふ
つ
う
の
公
立
小
学

校
を
作
っ
て
き
た
、「
奇
跡
の
学

校
」　

を
映
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
学
校
の
校
則
は
な
く
、
約
束

は
た
だ
一
つ
、　
「
自
分
が
さ
れ
て

い
や
な
こ
と
は
、
人
に
し
な
い
。

言
わ
な
い
」
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で

す
。
大
空
小
学
校
を
開
校
す
る
に

あ
た
り
、「
十
年
後
の
国
際
社
会

で
子
供
た
ち
が
自
分
ら
し
く
生
き

ら
れ
る
に
は
、
ど
ん
な
力
が
必
要

か
」　

と
考
え
ら
れ
た
四
つ
の
力

と
共
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
子

供
も
大
人
も
こ
の
約
束
を
徹
底
し

て
守
り
、
守
れ
な
か
っ
た
と
き
は

や
り
直
し
の
部
屋
（
校
長
室
）
へ　

行
き
、や
り
直
し
を
す
る
の
で
す
。

公
立
校
で
あ
り
な
が
ら
、　

不
登

校
ゼ
ロ
、
特
別
支
援
学
級
な
し
な

ん
て
出
来
る
の
か
と
不
思
議
に

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
講
演
で
木

村
氏
は　
「
公
立
だ
か
ら
出
来
た

ん
で
す
」　

と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

「
公
立
は
校
長
の
フ
リ
ー
ハ
ン
ド

で
〝
子
ど
も
の
た
め
の
学
校
づ
く

り
〟
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
実
践
が

可
能
で
あ
る
」
と
。
又
、「
我
々

は
特
別
な
こ
と
は
何
も
し
て
い
ま

せ
ん
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
学
校
が
果

た
す
べ
き
使
命
を
あ
た
り
前
の
こ

と
と
し
て
や
っ
て
き
た
だ
け
で

す
」
と
も
。

　

現
在
、
障
が
い
分
野
で
は
「
障

が
い
特
性
の
理
解
、合
理
的
配
慮
」

な
ど
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、「
自
分
と

は
違
う
隣
人
」
を
思
い
や
る
心
が

な
け
れ
ば
行
動
で
き
ま
せ
ん
。
人

間
と
し
て
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
「
思
い
や
り
の
心
」
を
義

務
教
育
の
な
か
で
、
し
っ
か
り
と

育
て
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い

ま
す
。　

　

こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
は
、

理
念
を
も
ち
、
ブ
レ
な
い
こ
と
。

誰
の
為
に
何
を
優
先
さ
せ
る
の
か

を
考
え
、
日
々
ケ
ー
ス
と
向
き

合
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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平
成
31
年
、
互
助
の
館
利
用
者

の
新
年
食
事
会
を
松
江
ニ
ュ
ー

ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。
食
事
会
に
参
加
希
望
者
を
募

り
、
津
田
の
方
々
は
、
１
月
３

日
（
木
）
に
、
矢
田
の
方
々
は
１

月
６
日
（
日
）
に
そ
れ
ぞ
れ
送
迎

バ
ス
に
乗
り
込
み
、
松
江
ニ
ュ
ー

ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
に
向
か
い
、
職

員
付
き
添
い
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。
普
段
か
ら
外
へ
食
べ
に
行
き

た
い
と
言
う
要
望
が
あ
り
、
み
ん

な
の
好
み
に
合
わ
せ
ら
れ
る
バ
イ

キ
ン
グ
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
か
ら
、
何
年
か
ぶ
り
の

お
出
か
け
を
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。

　

利
用
者
の
方
々
も
喜
ん
で
く
れ

る
の
で
は
と
い
う
こ
と
で
、
開
催

さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
と
職
員
と
で
新
年
の
挨
拶
と
今

年
も
元
気
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
意
味
合
い
も
込
め
て
の
楽
し

い
食
事
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

松
江
ニ
ュ
ー
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル

の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー

キ
ャ
ン
ド
ル
は
最
上
階
に
近
い
フ

ロ
ア
か
ら
宍
道
湖
を
見
下
ろ
す
こ

と
が
で
き
、
遠
く
に
は
大
山
が
望

め
、
景
色
を
観
な
が
ら
の
食
事
は

格
別
で
し
た
。
き
れ
い
に
彩
ら

れ
た
料
理
は
洋
食
だ
け
で
は
な

く
、
炊
き
込
み
ご
飯
、
し
じ
み
汁

等
の
和
食
、
何
種
類
か
ら
の
ケ
ー

キ
や
フ
ル
ー
ツ
も
あ
り
と
て
も
豪

華
で
、
好
き
嫌
い
の
あ
る
人
で
も

楽
し
め
る
内
容
で
し
た
。
飲
み
物

も
数
種
類
の
ジ
ュ
ー
ス
に
コ
ー

ヒ
ー
、
紅
茶
と
豊
富
に
あ
り
、
普

段
の
食
事
で
は
味
わ
え
な
い
物
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
特
に
し

じ
み
の
味
噌
汁
と
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー

ス
は
好
評
で
何
杯
も
お
か
わ
り
に

行
く
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
パ
ス

タ
や
ス
ー
プ
、
肉
や
魚
を
小
さ
な

器
に
お
洒
落
に
盛
り
付
け
て
、
楽

し
む
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
美
し

い
風
景
を
眺
め
な
が
ら
の
食
事
は

い
つ
も
と
違
っ
た
感
動
が
あ
り
良

い
新
年
の
幕
開
け
を
迎
え
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

共同生活援助事業　互助の館

宍道湖眺めるの久しぶり～ってみんな見てないのぉ～？

あ～おなか一杯だ！

しじみ汁が美味しい！

宍
道
湖
眺
め
な
が
ら
の
新
年
食
事
会

あ～食べた食べた！
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ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、
コ
ク

ヨ
株
式
会
社
様
と
提
携
し
コ
ク
ヨ

製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
の
始
ま
り
は
昭
和
55
年

身
体
障
碍
者
福
祉
工
場
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
働
き
た
く
て
も

働
く
場
所
が
無
い
障
が
い
者
の

方
々
の
た
め
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
は
40
人
程
の
利
用
者
の

方
が
お
ら
れ
バ
イ
ン
ダ
ー
な
ど
の

生
産
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年

で
40
年
目
に
な
り
福
祉
制
度
も
変

り
今
は
就
労
支
援
Ａ
型
施
設
と
し

て
同
じ
く
コ
ク
ヨ
の
製
品
を
作
っ

て
い
ま
す
。
利
用
者
の
方
も
様
変

わ
り
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
当
時
の

方
も
頑
張
っ
て
働
い
て
お
ら
れ
懐

か
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

職
員
の
仕
事
は
、
製
品
を
作
る

だ
け
で
な
く
、
利
用
者
支
援
も
加

わ
り
今
ま
で
以
上
に
利
用
者
と
の

関
わ
り
を
持
た
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
制
度
が
変
わ
り
ま
も
な
く

10
年
が
来
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
生
産
だ
け
に
携
わ
っ
て
き
た

職
員
に
ま
だ
戸
惑
い
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
利
用
者
一
人
一
人

の
思
い
に
寄
り
添
い
つ
つ
日
々
の

生
産
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

品
質
に
対
す
る
取
り
組
み
も
変

わ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
で
良
い
物

を
作
ろ
う
と
い
う
意
識
が
あ
り
ま

し
た
。
コ
ク
ヨ
様
の
ご
指
導
の
も

と
品
質
に
対
す
る
取
り
組
み
を

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
も
コ
ク
ヨ
製

品
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
事
を
利

用
者
に
伝
え
、
ま
た
利
用
者
も
そ

の
自
覚
を
し
て
き
た
こ
と
の
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。
品
質
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
も
維
持
し
て
い

く
事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
後
も

消
費
者
目
線
に
立
っ
て
良
い
物
を

作
っ
て
い
け
る
よ
う
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
、
就
労
支

援
施
設
と
言
え
ど
も
元
は
生
産
工

場
で
あ
り
そ
こ
で
働
く
人
が
障
が

い
の
あ
る
方
で
し
た
が
、
今
は
福

祉
的
な
支
援
要
素
も
加
わ
り
利
用

者
支
援
そ
し
て
生
産
活
動
、
生
産

活
動
の
中
で
は
き
ち
ん
と
し
た
品

質
管
理
の
遂
行
と
時
代
の
流
れ
の

中
で
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
変

わ
ら
な
い
も
の
は
、
利
用
者
の
方

が
働
き
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
職
員
は
、
日
々
研
鑽
し
利

用
者
の
思
い
を
受
け
止
め
40
年
の

節
目
に
向
け
て
歩
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

40
年
を
振
り
返
っ
て

就労継続支援Ａ型事業　ワークセンター島根



12 v o l . 3 5  •  S h i r a y u r i

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
Ａ
氏
に
導

入
し
た
一
番
の
喜
び
を
問
う
と
、

「
ほ
と
ん
ど
字
が
読
め
な
か
っ
た

私
が
、
こ
う
し
て
母
に
手
紙
が
書

け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
な
」

と
〝
伝
の
心
〟
で
打
っ
て
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
〝
伝
の
心
〟
を

導
入
し
よ
う
と
て
い
る
段
階
の
Ｂ

さ
ん
は
、
生
活
の
中
で
自
分
の
感

じ
て
い
る
感
情
が
相
手
に
伝
わ
ら

ず
、
涙
し
て
し
ま
う
場
面
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は

〝
伝
の
心
〟
を
使
用
し
、
声
を
検

知
す
る
ボ
イ
ス
ス
イ
ッ
チ
を
用
い

て
文
章
を
ス
ム
ー
ズ
に
入
力
す
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
自
分
の
思
い
が
〝
伝

の
心
〟
を
介
し
て
相
手
に
伝
わ
っ

た
時
に
は
、
笑
顔
が
溢
れ
出
て
い

ま
す
。〝
伝
の
心
〟
を
使
用
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
伝
わ
ら

な
い
こ
と
の
も
ど
か
し
さ
か
ら
涙

す
る
場
面
が
少
な
く
な
り
、
精
神

的
な
落
ち
着
き
に
も
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
利
用
者
様
の
生
活
の

質
の
向
上
を
目
指
し
、
快
適
な
生

活
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
手
段
と
し

て
、
積
極
的
に
導
入
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

障がい者支援施設　光洋の里

心
〟
と
い
う
商
品
で
は
セ
ン
サ
ー

を
使
用
し
、
身
体
の
一
部
を
わ
ず

か
に
動
か
し
文
字
を
入
力
し
て
、

自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
に
で
き
る

装
置
で
す
。
中
で
も
〝
伝
の
心
〟

は
当
施
設
に
お
い
て
、
２
名
の
利

用
者
様
が
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

 

〝
伝
の
心
〟
を
平
成
28
年
４
月

か
ら
導
入
し
て
い
る
Ａ
さ
ん
は
、

フ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
を
左
足
で
操
作

し
文
字
入
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

普
段
の
生
活
で
は
、
簡
単
な
「
は

い
」「
い
い
え
」
の
反
応
を
足
の

上
げ
下
げ
に
て
伝
達
し
て
い
ま
す

が
、
自
身
の
気
持
ち
を
明
確
に
細

か
く
伝
え
た
い
時
に
は〝
伝
の
心
〟

　

自
身
の
思
い
を
発
話
と
い
う
手

段
で
伝
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
方

を
対
象
に
「
重
度
障
が
い
者
用
意

思
伝
達
装
置
」
と
い
う
伝
達
方
法

が
あ
り
ま
す
。
意
思
伝
達
装
置
に

は
現
在
様
々
な
種
類
の
商
品
が
あ

り
ま
す
。
一
例
と
し
て
、 
一
つ
目

に
〝
ミ
ヤ
ス
ク
〟
と
い
う
視
線
入

力
装
置
で
す
。
視
線
を
動
か
す
こ

と
に
よ
っ
て
マ
ウ
ス
が
移
動
し
、

視
線
検
出
・
注
視
時
間
・
拡
大
機

能
等
を
使
い
、
文
字
入
力
を
行
っ

て
い
く
装
置
で
す
。
次
に
〝
伝
の

思
い
を
伝
え
る

実際にA氏が伝の心を使用し、打ち込んだ文章

フットスイッチを左足で軽やかに押すA氏

ボイススイッチの操作に慣れてきたB氏
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始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
、
利
用
者

さ
ん
同
士
の
団
結
力
を
高
め
る
こ

と
を
目
標
に
し
、
ペ
ア
で
助
け
合

い
な
が
ら
で
き
る
「
２
人
借
り
物

競
争
」
や
、
全
員
の
力
を
必
要
と

す
る
運
動
会
の
目
玉
で
も
あ
る

「
玉
入
れ
」
を
種
目
に
取
り
入
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
試
み
と

し
て
、
個
人
の
集
中
力
が
試
さ
れ

る
「
旗
上
げ
」
を
種
目
に
加
え
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
汗
を
流
し
な
が

ら
も
、
笑
顔
や
笑
い
声
が
見
聞
き

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。結
果
は
、

月
曜
日
チ
ー
ム
が
団
結
力
を
発
揮

さ
れ
、
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ざ
な
み
で
は
、
利
用
者
さ
ん

に
余
暇
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
午

後
か
ら
創
作
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
も
、
大
イ

ベ
ン
ト
の
運
動
会
は
、
年
間
行
事

に
位
置
づ
け
、
今
年
も
春
と
秋
の

２
回
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
利
用
者
さ
ん
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
月
曜

日
か
ら
土
曜
日
の
１
週
間
、
曜
日

対
抗
で
総
合
得
点
を
競
い
合
い
ま

す
。

　

春
の
部
で
は
、
新
し
く
一
年
が

さ
ざ
な
み 

春
・
秋
の
大
運
動
会

【２人借り物競争】 じゃんけんぽん！

【旗上げ】 赤上げて♪

【風船バレー】 いくよー！それ！

【玉入れ競争】 たくさん入れるぞー！

　

ま
た
、
秋
の
部
で
は
、
新
し
い

試
み
と
し
て
、
球
技
を
種
目
と
し

内
容
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
ま

で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
何
度
か

行
っ
て
い
る
「
風
船
バ
レ
ー
」
を

リ
ー
グ
戦
で
競
い
合
っ
て
も
ら
う

予
定
で
す
。
さ
ざ
な
み
の
風
船
バ

レ
ー
は
、
笑
い
の
絶
え
な
い
と
て

も
楽
し
い
競
技
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
利
用
者
さ
ん
が
は
り
き
っ
て

プ
レ
ー
を
さ
れ
る
姿
を
想
像
す
る

と
、
今
か
ら
と
て
も
わ
く
わ
く
し

ま
す
。

　

今
後
も
、
利
用
者
さ
ん
に
楽
し

く
身
体
を
動
か
し
て
も
ら
え
る
機

会
を
設
け
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
内
容
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

生活介護事業　さざなみ



14 v o l . 3 5  •  S h i r a y u r i

軽費老人ホーム ケアハウス　夢楽の郷

　

調
理
員
数
は
現
在
、
詔
光
の
里

４
名
、
夢
楽
の
郷
５
名
と
パ
ー
ト

３
名
在
籍
し
、
一
日
当
り
７
名
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
に
て
、
二

施
設
三
食
の
食
事
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
詔
光
の
里
の
調
理

員
が
１
名
不
足
し
て
い
る
為
、
栄

養
士
が
定
期
的
に
補
助
に
入
り
、

協
力
し
合
っ
て
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
夢
楽
の
郷
は
専
用
の
運
搬

車
を
使
用
し
て
朝
食
は
１
名
、昼
・

夕
食
は
２
名
の
職
員
が
交
代
で
提

供
し
て
い
ま
す
。
食
数
は
二
施
設

あ
わ
せ
一
二
○
食
、
昼
食
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
含
む
た
め
、
一
三
五

食
と
な
り
ま
す
。

　

私
達
夢
楽
の
調
理
職
員
は
、
他

施
設
と
異
な
り
、
詔
光
の
里
・
夢

楽
の
郷
の
二
施
設
の
利
用
者
様
の

食
事
を
作
る「
共
同
調
理
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

以
前
は
希
望
の
園
で
夢
楽
の
郷

の
食
事
を
一
緒
に
調
理
し
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
利
用
者
様
の
年
齢

に
開
き
が
あ
っ
た
為
、
平
成
十
二

年
詔
光
の
里
が
開
設
し
た
こ
と
を

受
け
、
年
齢
層
の
近
い
詔
光
の
里

の
厨
房
で
調
理
す
る
よ
う
に
な
り

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ある日の厨房内　「食事の盛り付けの様子」（詔光の里）

「ごちそうさまでした」「ありがとうございます」（夢楽の郷）

　

私
達
は
常
に
厨

房
内
の
仕
事
を
し

て
い
る
た
め
、
詔

光
の
里
の
利
用
者

様
と
は
顔
を
合
わ

せ
る
こ
と
が
少
な

く
、
年
二
回
実
施
し

て
い
る
嗜
好
調
査

で
お
話
を
伺
い
、
食

事
形
態
と
顔
を
一

致
さ
せ
て
調
理
に

あ
た
り
ま
す
。
夢
楽

の
郷
で
は
食
堂
内

や
下
膳
さ
れ
る
際

な
ど
に
顔
を
見
た

り
、
声
を
か
け
て
頂

い
た
り
す
る
こ
と

が
多
く
、「
美
味
し

か
っ
た
よ
」
と
う
れ

し
い
声
を
か
け
て
頂
い
た
り
、
時

に
は
厳
し
い
お
言
葉
を
頂
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

直
接
、
利
用
者
様
の
声
を
聞
く

こ
と
が
出
来
る
た
め
参
考
に
さ
せ

て
も
ら
う
こ
と
が
と
て
も
多
い
で

す
。

　

二
つ
の
施
設
の
食
事
を
調
理
す

る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
内

容
を
覚
え
る
こ
と
、
食
材
も
大
量

で
あ
り
、
更
に
普
通
食
ば
か
り
で

は
な
い
為
、
大
変
な
こ
と
が
多
く

感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
調
理
ス
タ
ッ

フ
全
員
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ど
こ
の
事
業
所
で
も
人

材
不
足
の
問
題
を
抱
え
て
お
ら

れ
、
私
達
の
職
場
も
例
外
で
は
な

い
で
す
が
、
職
員
が
少
な
い
な
が

ら
も
、
利
用
者
様
に
喜
ん
で
食
べ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
強
い
気

持
ち
で
日
々
食
事
を
作
っ
て
い
ま

す
。

私
達
の
調
理
現
場
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た
方
も
、
膝
の
上
に
や
っ
て
く
る

と
、
優
し
く
何
度
も
頭
を
撫
で
ら

れ
た
り
、
普
段
発
語
の
少
な
い
方

が
、話
し
か
け
ら
れ
、「
可
愛
い
ね
」

と
言
わ
れ
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

以
前
、
飼
っ
て
お
ら
れ
た
動
物
の

事
を
懐
か
し
そ
う
に
思
い
出
し
、

他
の
方
と
自
然
に
交
流
さ
れ
た
り

と
、
利
用
者
様
の
目
が
生
き
生
き

と
輝
き
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
癒
し

の
時
間
で
し
た
。
セ
ラ
ピ
ー
が
終

わ
っ
て
か
ら
も
、
触
れ
合
っ
た
動

物
の
話
を
さ
れ
、
し
ば
ら
く
癒
し

の
余
韻
が
漂
い
、
穏
や
か
な
時
間

が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　

動
物
保
護
団
体
「
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
」

の
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
部
「
Ｗ
Ｉ

Ｌ
Ｌ
」
の
方
々
に
来
て
頂
き
ま
し

　

可
愛
い
動
物
達
が
詔
光
の
里
の

ロ
ビ
ー
に
や
っ
て
来
ま
し
た
‼

こ
の
日
を
楽
し
み
に
、
朝
か
ら
ニ

コ
ニ
コ
笑
顔
で
待
っ
て
お
ら
れ
る

方
も
あ
り
、
出
会
う
と
す
ぐ
利
用

者
さ
ん
の
目
尻
が
、
と
ろ
け
る
よ

う
に
下
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

あ
ら
、
可
愛
い
！
お
い
で
！
抱
っ

こ
し
て
も
い
い
？
手
を
差
し
伸
べ

て
優
し
く
犬
や
猫
を
抱
っ
こ
さ
れ

る
姿
は
、
我
が
子
を
愛
お
し
く
抱

き
し
め
て
お
ら
れ
る
か
の
よ
う
で

し
た
。
可
愛
さ
あ
ま
り
、
頬
を
よ

せ
ら
れ
る
方
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
遠
慮
気
味
に
さ
れ
て
い

可愛いね～♡

大きい犬だね！おいで～！

お行儀よく待ってるね。

チュ～♡

た
。

　

Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
か
ら
卒
業
し
た
元
保

護
犬
・
保
護
猫
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
さ
れ
た
子
達
で
す
。
虐
待
に
よ

り
、
心
身
に
障
害
を
受
け
た
り
、

家
庭
の
事
情
に
よ
り
飼
え
な
く

な
っ
た
り
、
殺
処
分
寸
前
の
動
物

を
対
象
に
保
護
・
譲
渡
を
行
っ
て

お
ら
れ
る
団
体
で
す
。
職
員
が
専

門
の
資
格
を
取
得
し
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
い
、
動
物
達
の
現
状
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
欲
し
い
と
、

セ
ラ
ピ
ー
部
を
立
ち
上
げ
、
啓
発

活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
と
は
、
動

物
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
精
神

面
・
肉
体
面
の
健
康
向
上
や
、
癒

し
を
も
た
ら
す
活
動
で
す
。
セ
ラ

ピ
ー
と
い
う
言
葉
に
は
、
単
な
る

癒
し
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、「
治

療
・
療
法
」
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
人
間
の
機
能
向
上
の
手
助

け
を
行
い
、
動
物
と
人
と
の
共
同

作
業
に
よ
る
福
祉
活
動
の
一
つ
で

す
。

　

施
設
で
長
期
生
活
を
さ
れ
て
い

る
高
齢
者
や
障
害
を
お
持
ち
の
方

は
、
動
物
と
触
れ
合
う
事
に
よ

り
、
会
話
や
笑
顔
が
増
え
、
表
情

の
変
化
な
ど
の
改
善
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
自
発
性
の
向

上
等
、
効
果
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

認
知
症
等
に
よ
り
、
目
に
見
え

た
効
果
や
持
続
は
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
情
緒
的
な
安
定
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

向
上
等
を
目
指
し
、
利
用
者
様
の

思
い
出
の
一
つ
に
な
っ
た
り
、
笑

顔
に
な
り
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
な

活
動
を
、
こ
れ
か
ら
も
提
供
し
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
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小
倉
ク
リ
ー
ム
パ
ン
・
黒
ゴ
マ

ペ
ー
ス
ト
パ
ン
な
ど
な
ど
。

　

今
回
は
自
分
で
好
き
な
パ
ン
を

選
ん
で
頂
こ
う
と
、
希
望
の
園
ナ

チ
ュ
ー
ル
に
数
種
類
の
パ
ン
を
発

注
し
ま
し
た
。
そ
し
て
当
日
は
職

員
が
パ
ン
屋
に
な
り
開
店
で
す
。

　

昨
年
の
嗜
好
調
査
で
、
ご
利
用

者
か
ら
「
味
の
付
い
た
パ
ン
が
食

べ
た
い
」
と
の
ご
意
見
を
頂
き
、

今
年
度
よ
り
昼
食
時
に
パ
ン
を
定

期
的
に
献
立
に
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。

　

玉
子
サ
ン
ド
・
ツ
ナ
サ
ン
ド
・

味はどうかな？

本日の献立。　ナチュールのパン　美味しいですよ♡

どれがいいですか!?

　

皆
さ
ん
色
々
悩
み
な
が
ら
も
、

パ
ン
を
手
に
取
り
、
見
て
、
自
分

の
食
べ
た
い
『
パ
ン
』
を
楽
し
そ

う
に
選
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
あ

ん
パ
ン
や
ク
リ
ー
ム
パ
ン
な
ど
、

和
風
を
選
ば
れ
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
職
員
の
予
想
に
反
し
、

洋
風
な
ク
リ
ー
ム
系
や
ヨ
ー
グ
ル

ト
ク
リ
ー
ム
、
チ
ー
ズ
系
を
選
ば

れ
て
い
ま
し
た
。「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

は
な
い
の
？
」
の
言
葉
に
び
っ
く

り
で
す
。
二
個
選
ば
れ
る
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

個
々
の
食
事
形
態
に
合
わ
せ
て

提
供
し
ま
し
た
が
、
カ
ッ
ト
し
た

パ
ン
が
目
の
前
に
来
る
と
「
も
う

食
べ
て
も
い
い
で
す
か
」「
私
の

は
ま
だ
で
す
か
」
と
言
っ
て
待
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
美

味
し
い
」
と
言
っ
て
食
べ
ら
れ
る

方
や
、
無
言
で
夢
中
で
食
べ
ら
れ

る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
あ
っ
と

い
う
間
に
大
好
評
で
終
了
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
ご
利
用
者
に
『
食
事
の

楽
し
さ
』
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
工
夫
し
な
が
ら
提
供
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
パ
ン
が
食
べ
た
い
で
す
か
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新
聞
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
退

院
し　

元
気
で
平
成　

締
め
く
く
る
」。

い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
Ａ
さ

ん
か
ら
学
ば
せ
て
頂
く
こ
と
は
多
く
、
亡

き
ご
主
人
や
ひ
孫
さ
ん
ら
に
つ
い
て
の
微

笑
ま
し
い
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
く
こ
と
が

訪
問
時
の
楽
し
み
で
す
。

　
「
自
分
の
家
が
一
番
だ
よ
」
と
言
わ
れ
る

Ａ
さ
ん
。「
出
来
る
限
り
自
分
の
家
で
暮
ら

し
た
い
」
と
い
う
思
い
は
、
在
宅
の
皆
さ

ん
の
殆
ど
が
抱
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の

思
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
不
便
を
感
じ

て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
お
手
伝
い
さ
せ
て

頂
く
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
在
宅
で
の
暮

ら
し
を
支
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
き
ら
め
き
」
で

は
、
い
つ
ま
で
も
ご
利
用
者
様
に
元

気
で
過
ご
し
て
頂
き
た
い
と
願
い
を

こ
め
て
、
お
帰
り
前
に
15
分
～
20
分

程
度
の
体
操
「
ケ
ア
ビ
ク
ス
＝
心
と

体
の
健
康
づ
く
り
」
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
体
操
は
少
し
テ
ン
ポ
が
早
い

の
で
す
が
、
十
分
に
体
を
動
か
す
事

が
で
き
ま
す
。
し
っ
か
り
と
真
剣
な

眼
差
し
で
体
を
動
か
し
て
お
ら
れ
る

利
用
者
様
、
休
み
休
み
休
憩
し
な
が

ら
取
り
組
ま
れ
て
い
る
利
用
者
様
、

参
加
さ
れ
る
利
用
者
様
は
自
ら
体
調

を
考
え
な
が
ら
適
度
に
体
を
動
か
す

事
で
、
身
体
機
能
の
維
持
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
帰
り
前
の
体
操
だ
け
で

は
な
く
、
午
後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
前
に
、
導
入
体
操
と
し
て
10
分

間
の
音
楽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。
曲
に
合
わ
せ
な
が

ら
体
を
動
か
す
事
で
楽
し
み
な
が
ら

無
理
な
く
体
操
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

導
入
体
操
は
「
う
さ
ぎ
と
か
め
」

「
春
の
小
川
」
の
２
曲
で
す
が
、
最

初
は
体
操
を
覚
え
る
事
で
精
一
杯

だ
っ
た
の
が
、
今
で
は
時
間
に
な
る

と
「
ま
た
、
い
つ
も
の
体
操
を
す
る

の
？
」「
も
し
も
し
体
操
す
る
？
」

等
と
利
用
者
様
か
ら
声
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
、
午
後
の
導
入
体
操
が

定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　

曲
も
利
用
者
様
に
馴
染
み
の
あ
る

曲
で
す
の
で
、
音
楽
が
流
れ
る
と
自

然
に
そ
の
曲
を
歌
い
出
さ
れ
、
自
然

と
体
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。「
こ

の
体
操
は
し
っ
か
り
す
る
と
え
ら
い

け
ど
、
い
い
体
操
だ
よ
」
と
嬉
し
い

声
が
利
用
様
よ
り
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
中
に
は
笑
い
な
が
ら

冗
談
で
「
ま
た
～
っ
、
あ
の
体
操
す

る
の
？
」
と
言
わ
れ
る
利
用
者
も
お

ら
れ
ま
す
が
、
曲
が
か
か
る
と
し
っ

か
り
と
体
操
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
回
、
継
続
す
る
事
で
身
体
機
能
の

維
持
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者

様
、
一
人
一
人
に
毎
日
を
元
気
で
過

ご
し
て
頂
き
、「
き
ら
め
き
に
来
る

と
元
気
が
出
る
よ
」
と
笑
顔
で
言
っ

て
頂
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し

く
「
き
ら
め
き
体
操
」
を
提
供
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

週
２
回
、
入
浴
介
助
に
て
訪
問
さ
せ
て

頂
い
て
い
る
Ａ
さ
ん
。
同
敷
地
内
に
は
息

子
さ
ん
ご
夫
妻
、
お
孫
さ
ん
ご
夫
妻
と
ひ

孫
さ
ん
が
暮
ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
朝
早

く
か
ら
草
取
り
を
す
る
こ
と
や
、
廊
下
の

雑
巾
が
け
、
川
柳
作
り
や
新
聞
紙
で
の
箱

作
り
を
日
課
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヘ
ル

パ
ー
訪
問
時
に
は
い
つ
も
笑
顔
で
迎
え
て

く
だ
さ
り
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
い
ろ
い

ろ
な
話
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
ま
す
。
栄
養

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
ら
れ
た
食
事
や
洗
濯
等

は
お
嫁
さ
ん
が
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
Ａ

さ
ん
は
い
つ
も
感
謝
の
言
葉
を
口
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
遊
び
に
や
っ
て

来
る
と
い
う
小
学
校
１
年
生
の
ひ
孫
さ
ん

は
「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
大
好
き
♡
」
と
よ

く
言
わ
れ
る
そ
う
で
す
。
ま
わ
り
の
ご
家

族
に
大
切
に
さ
れ
、
現
在
は
訪
問
介
護
と

訪
問
看
護
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

20
歳
で
同
い
年
の
ご
主
人
と
結
婚
、
65

歳
で
脳
梗
塞
に
な
り
左
麻
痺
に
な
ら
れ
た

ご
主
人
の
介
護
を
さ
れ
、
70
歳
で
先
立
た

れ
て
か
ら
の
川
柳
を
ま
と
め
た
手
作
り
の

『
追
悼
抄
』
に
は
、「
香
た
い
て　

内
緒
ば

な
し
に　

夜
も
更
け
る
」「
亡
き
夫
（
ひ

と
）
と　

今
の
気
持
ち
で　

話
し
た
い
」

…
等
々
。夫
婦
愛
に
満
ち
た
川
柳
の
数
々
、

時
間
が
経
つ
ご
と
に
Ａ
さ
ん
の
気
持
ち
の

移
ろ
い
も
分
か
る
の
で
読
み
進
め
て
い
く

と
思
わ
ず
涙
が
出
る
ほ
ど
で
す
。「
こ
ん

な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
な
ん
て
も
う
思
い

出
せ
な
い
け
ど
、
今
は
毎
日
お
父
さ
ん
の

写
真
に
話
し
か
け
て
い
る
よ
」
と
嬉
し
そ

う
に
話
さ
れ
ま
す
。

　

今
で
も
川
柳
を
ノ
ー
ト
に
沢
山
し
た
た

め
て
は
葉
書
に
書
い
て
新
聞
に
投
稿
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
先
日
も
新
作
が
載
っ
た
と

き
ら
め
き
体
操

い
つ
ま
で
も
自
分
の
家
で

春の小川は～
さらさらいくよ～♪

腕も挙がるよ～

老人デイサービス事業　きらめき

老人・障がい者ホームヘルプサービス事業　ねぎらい

素敵な川柳全ての人や物に感謝を綴る「ぐるぐるアート」
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Ａ
さ
ん
が
施
設
（
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
）
に
入

居
さ
れ
て
２
ヶ
月
が
経
ち
ま
し

た
。

　

入
居
当
日
は
『
こ
こ
に
は
長

く
お
れ
ん
か
も
し
れ
ん
わ
。』

と
、
様
々
な
不
安
か
ら
弱
気
な

発
言
が
聞
か
れ
、
部
屋
の
中
で

過
ご
す
時
に
も
靴
を
履
い
た

り
、
三
食
食
堂
ま
で
出
て
他
の

入
居
の
方
と
一
緒
に
食
事
を
す

る
事
な
ど
、
一
人
で
生
活
さ
れ

て
い
た
時
と
の
違
い
に
戸
惑
わ

れ
て
い
る
様
子
が
良
く
分
か
り

ま
し
た
。

　

で
す
が
、
そ
れ
か
ら
１
週
間

後
施
設
に
Ａ
さ
ん
を
訪
ね
る

と
、『
あ
ら
久
し
ぶ
り
。
元
気

だ
っ
た
か
ね
？
』
と
、
こ
ち
ら

の
安
否
を
気
遣
っ
て
下
さ
る
ほ

ど
表
情
が
明
る
く
、
と
て
も

ホ
ッ
と
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
施
設
の
職
員
さ
ん
に
話
を

聞
く
と
、
思
い
違
い
か
ら
小
さ

な
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
る
よ
う
で
す

が
、
そ
れ
で
も
『
家
に
お
る
時

は
何
で
も
自
分
で
や
ら
ん
と
い

け
ん
か
っ
た
け
ど
、
今
は
そ
の

心
配
が
な
く
な
っ
て
食
事
も
殆

ど
残
さ
ず
食
べ
る
し
、
夜
も
良

く
眠
れ
て
安
心
だ
わ
。』
と
の

Ａ
さ
ん
の
言
葉
に
、
ケ
ア
マ
ネ

で
あ
る
私
自
身
が
励
ま
さ
れ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

今
で
も
お
会
い
す
る
度
に
施

設
で
の
生
活
ぶ
り
を
お
も
し
ろ

お
か
し
く
（
時
に
は
少
し
不
満

も
言
わ
れ
ま
す
が
…
）
話
し
て

下
さ
り
、『
あ
ん
た
に
聞
い
て

も
ら
う
だ
け
で
気
分
が
良
い

わ
。』
と
の
言
葉
に
、
ケ
ア
マ

ネ
の
訪
問
が
少
し
で
も
気
分
転

換
の
機
会
に
な
れ
ば
と
願
う
と

こ
ろ
で
す
。

　

春
の
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
４
月
中

旬
、
沖
縄
県
看
護
協
会
へ
視
察
研
修

に
行
き
ま
し
た
。
看
護
協
会
は
沖
縄

県
南
部
に
位
置
し
周
囲
に
こ
ど
も
医

療
セ
ン
タ
ー
、病
院
、保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
施
設
が
集
ま
っ
た
医
療
ゾ
ー

ン
の
中
心
に
あ
り
ま
す
。
青
い
空
と

緑
の
芝
生
に
真
っ
白
な
建
物
が
印
象

的
で
守
り
神
の
シ
ー
サ
ー
は
沖
縄
ら

し
く
、
施
設
内
は
光
と
空
気
が
通
り

抜
け
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
沖
縄
は
近
年
バ
ブ
ル
期
と

言
わ
れ
、
経
済
が
急
成
長
し
て
い

る
。
人
口
増
加
が
全
国
１
位
で
、
移

住
ブ
ー
ム
で
も
あ
り
、
外
国
か
ら
の

移
住
者
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
訪

問
看
護
で
も
外
国
の
方
の
利
用
が
あ

り
、
看
護
す
る
中
で
簡
単
な
英
語
だ

け
で
は
、
そ
の
方
の
ニ
ー
ズ
を
知
る

こ
と
が
難
し
く
、
翻
訳
機
を
使
用
し

な
が
ら
看
護
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
国
際
化
が
進
む
日
本
の

医
療
現
場
で
多
種
多
様
な
場
面
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
看
護
師
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
先
、
私
の
人
生
の
中
で
そ
う
い

う
場
面
に
出
会
っ
た
時
、
少
し
で
も

貢
献
で
き
る
看
護
師
で
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

仲
田　

美
香

沖
縄
県
看
護
協
会
を
視
察
し
て
思
う
こ
と

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と

施設外観 美ら海水族館のジンベイザメ

訪問看護ステーション　暖心

居宅介護支援事業所　ナイス
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楽しみながら保護者同士のつながり
が広がっていきます。

お父さん方の参加も沢山でした。

どのグループも和やかな雰囲気の
中、活発な子育てトークで盛り上がり
ました。

つ
な
が
ろ
う
』
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
行
い
ま
し
た
。
保
育
園
の
保

護
者
の
方
は
小
さ
い
頃
か
ら
園
に

通
っ
て
い
て
も
送
迎
時
間
が
様
々

で
あ
る
た
め
挨
拶
程
度
の
交
流
し

か
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ

こ
で
、
今
回
は
特
定
の
方
だ
け
で

な
く
様
々
な
保
護
者
同
士
が
交
流

を
深
め
て
い
く
こ
と
で
つ
な
が
っ

て
い
く
き
っ
か
け
に
な
っ
て
も
ら

え
る
と
良
い
と
い
う
こ
と
で
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
び
ま
し
た
。
参

加
者
の
名
前
な
ど
を
沢
山
知
っ
て

い
く
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
や
フ

ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
が
終
始
笑
顔

の
絶
え
な
い
和
や
か
雰
囲
気
で
の

講
座
で
し
た
。
一
緒
に
参
加
し
た

担
任
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
か
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、五
歳
児
ク
ラ
ス
は『
あ
っ

　

今
年
度
、
し
ら
ゆ
り
保
育
園
で

は
保
育
参
観
に
併
せ
子
育
て
講
座

と
し
て
『
親
楽
講
座
』
を
行
い
ま

し
た
。
専
門
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
の
方
の
進
行
に
よ
り
、
ク
ラ

ス
担
任
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら

選
ん
だ
テ
ー
マ
の
も
と
親
同
士
の

交
流
を
通
し
て
〝
親
と
し
て
の
役

割
〟
や
〝
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り

方
〟
な
ど
に
つ
い
て
考
え
た
り
、

気
づ
い
た
り
、
学
ん
だ
り
し
て
い

く
も
の
で
す
。
今
ま
で
の
育
児
講

座
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
講
師
の

先
生
の
お
話
を
聞
く
受
け
身
の
ス

タ
イ
ル
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
回
は
参
加
型
の
育
児
講
座
と
い

う
こ
と
で
保
護
者
の
方
も
新
鮮
な

気
持
ち
や
期
待
を
持
っ
て
参
加
さ

れ
た
方
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

三
歳
児
の
ク
ラ
ス
は
『
み
ん
で

つ
な
が
る
・
楽
し
く
語
り
合
う
・
気
づ
き
を
大
切
に
す
る
子
育
て
交
流 

～
親
楽
講
座
を
通
し
て
～

た
か
言
葉
が
宝
物
』
と
い
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
行
い
ま
し
た
。
日
々
忙

し
い
毎
日
を
送
る
中
で
は
、つ
い
、

「
早
く
」
と
か
「
い
け
ま
せ
ん
。」

な
ど
の
声
が
け
が
多
く
な
り
が
ち

で
す
が
子
ど
も
の
気
持
ち
を
受
け

と
め
た
り
、
ほ
め
た
り
す
る
と
温

か
い
会
話
が
生
ま
れ
ま
す
。
講
座

で
は
『
自
分
の
子
ど
も
に
言
わ
れ

て
嬉
し
い
と
思
う
他
人
か
ら
の
言

葉
か
け
』
を
ヒ
ン
ト
に
し
な
が

ら
あ
っ
た
か
言
葉
を
再
発
見
し
、

日
々
の
子
育
て
に
活
か
し
て
も
ら

え
る
と
良
い
と
思
い
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
選
び
ま
し
た
。
最
初
は
少

し
緊
張
気
味
だ
っ
た
保
護
者
の
方

も
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
方
の
進

行
で
ゲ
ー
ム
を
通
し
た
仲
間
づ
く

り
な
ど
が
行
わ
れ
る
と
和
や
か
な

雰
囲
気
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
カ
ー
ド
を
使
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ど
の
グ
ル
ー
プ

も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
時
間
い
っ
ぱ

い
、
活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
保
護
者
の
方
か
ら

は
、『
な
か
な
か
な
い
機
会
で
貴

重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
う
。
こ
れ

か
ら
保
護
者
の
方
と
も
楽
し
く
過

ご
し
た
り
つ
な
が
り
を
深
め
て
い

き
た
い
。』『
今
ま
で
話
す
こ
と
の

な
か
っ
た
親
さ
ん
と
も
楽
し
く
交

流
で
き
仲
良
く
な
れ
る
感
じ
で
よ

か
っ
た
。』『
一
方
的
に
話
を
聞
く

よ
り
話
し
合
う
こ
と
で
、
自
分
の

中
に
落
と
し
込
み
、
気
づ
き
に
も

つ
な
が
っ
た
。』『
同
じ
ク
ラ
ス
の

保
護
者
同
士
話
し
合
う
こ
と
で
交

流
に
な
り
様
々
な
意
見
が
聞
け
共

感
で
き
る
こ
と
参
考
に
な
る
こ
と

も
あ
り
良
か
っ
た
。』『
子
ど
も
が

ど
う
い
う
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え

る
と
嬉
し
い
の
か
改
め
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。』『
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
用
語
を
ど
ん
ど
ん
使
い

た
い
。』
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
感
想
か

ら
、
保
護
者
同
士
が
つ
な
が
り
、

楽
し
く
語
り
合
い
な
が
ら
気
づ
き

を
大
切
に
す
る
参
加
者
主
体
の
育

児
講
座
に
な
っ
た
こ
と
を
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
今
回
の
親
楽
講
座
を

通
し
て
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
と
し
て

多
く
の
方
が
保
護
者
同
士
の
交
流

の
場
を
求
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
を

改
め
て
知
り
、
今
後
の
保
護
者
支

援
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

児童福祉施設　しらゆり保育園
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子
ど
も
の
学
び
を
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

◦�

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

① 

保
育
士
・
教
員
は
、
幼
稚
園
や
保
育
所
と

の
間
で
合
同
の
研
究
会
や
研
修
会
の
開
催

② 

子
ど
も
達
は
、
交
流
す
る
。
幼
稚
園
や
保

育
園
と
学
校
行
事
な
ど
を
合
同
で
行
っ
た

り
、
相
互
に
訪
問
し
た
り
す
る
。

大
事
な
こ
と
は
、
無
理
を
し
な
い
。
出
来
る

こ
と
か
ら
実
施
す
る
。

　

２
０
１
８
年
度
は
、
５
歳
児
年
長
児
が
、

幼
稚
園
と
は
年
に
３
回
。
小
学
校
と
は
、
１

年
生
か
ら
５
年
生
ま
で
１
年
間
で
、
各
学
年

最
低
１
回
は
交
流
す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

幼
稚
園
… 

幼
稚
園
に
出
か
け
一
緒
に
遊
ぶ
。

小
さ
い
秋
み
つ
け
た
遠
足
で
ソ
フ

ト
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
の
風
の
丘
公

園
で
一
緒
に
遊
ぶ
。

１
年
生
… 

一
日
入
学　

小
学
校
で
一
緒
に
活

動
し
た
り
、
授
業
参
観
、
教
室
め

ぐ
り
を
し
た
り
す
る
。

子
ど
も
の
育
ち
と
学
び
を
つ
な
ぐ 

～
持
田
地
区
保
・
幼
・
小
の
連
携
を
密
に
し
た
取
り
組
み
を
通
し
て
～

児童福祉施設　しらゆり第２保育園

◦ 
な
ぜ
？
今
、
保
・
幼
・
小
の
連
携
が
必
要

な
の
か
？

　

子
ど
も
達
は
、小
学
校
へ
の
入
学
を
境
に
、

幼
稚
園
や
保
育
所
で
の
遊
び
を
通
し
た
総
合

的
な
指
導
か
ら
、
教
科
等
を
中
心
と
し
た
学

習
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に
は
様
々
な

段
差
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
入
学
期
に
小
学
校
生
活
に
う

ま
く
適
応
で
き
な
か
っ
た
り
、
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
授
業
が
成
立
し
に
く
い
状
況
が
生
ま

れ
た
り
す
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
小
１
プ
ロ
ブ

レ
ム
の
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、発
達
と
学
び
の
連
続
性
を
踏
ま

え
て
幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
段
差
を
小

さ
く
し
、幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
円
滑

な
連
携
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦ 

２
０
１
８
年
か
ら
よ
り
活
発
に
持
田
地
区

保
・
幼
・
小
の
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
に
は
、
管
理
職
（
校
長
・
園

長
・
教
頭
）
会
議
か
ら
、
連
携
担
当
者
・
教

頭
会
（
教
頭
・
保
育
課
長
）
を
経
て
、
保
幼

小
連
携
の
「
持
田
地
区
保
幼
小
連
携
で
目
指

す
子
ど
も
像
」
を
次
の
よ
う
に
作
り
、
共
有

の
も
の
と
し
ま
し
た
。

『
心
豊
か
で
元
気
な
子
ど
も
』

○ 

自
分
を
大
切
に
で
き
る
（
自
尊
感
情
・
基

本
的
生
活
習
慣
）

○ 

友
だ
ち
を
大
切
に
で
き
る
（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）

○ 

ふ
る
さ
と
を
大
切
に
で
き
る
（
様
々
な
人

と
の
出
会
い
・
四
季
折
々
の
自
然
）

◦�

相
互
の
教
育
・
保
育
を
理
解
す
る
た
め
に

ね
ら
う
も
の

（1）
学
校
生
活
へ
の
適
応　

　
 

就
学
前
の
教
育
や
保
育
と
教
育
と
小
学
校

教
育
の
接
続
の
部
分
で
生
活
へ
の
適
応
が

丁
寧
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
。

（2）
連
携
に
よ
っ
て
互
恵
性
を
高
め
る　

　

 

児
童
は
幼
児
と
接
す
る
こ
と
で
、
他
者
理

解
や
自
己
理
解
が
増
す
。
園
児
に
と
っ
て

も
、
人
と
の
豊
か
な
体
験
の
場
と
な
る
。

（3）
学
び
の
連
続
性

　

 

幼
児
期
の
遊
び
を
中
心
に
し
た
総
合
学
習

か
ら
、
小
学
校
は
分
化
し
た
教
科
学
習
へ

転
換
し
て
い
く
。学
び
の
違
い
は
あ
る
が
、

２
年
生
… 

街
探
検　

生
活
科
の
街
探
検
で
保

育
園
に
小
学
生
が
来
て
一
緒
に
遊

ぶ
。

３
年
生
… 

保
育
園
で
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
す
る
。

４
年
生
… 

小
学
校
で
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
す
る
。
ま
た
、
一
緒
に
遊
ぶ
。

お
店
屋
ご
っ
こ
を
し
、
遊
ぶ
。

５
年
生
… 

給
食
体
験
、
小
学
校
で
一
緒
に
給

食
を
食
べ
、
小
学
校
給
食
を
体
験

す
る
。

　

昨
年
度
の
交
流
を
踏
ま
え
、
今
年
度
も
活

発
な
交
流
や
連
携
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　

小
学
校
へ
の
入
学
に
対
し
て
不
安
を
抱
い

て
い
た
幼
児
が
、
小
学
生
や
小
学
校
生
活
に

実
際
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
入
学
を
待

ち
遠
し
く
感
じ
た
り
、
児
童
に
対
し
て
憧
れ

の
気
持
ち
を
持
っ
た
り
も
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
一
方
で
、
小
学
校
で
は
「
幼
児
に
頼
ら

れ
た
り
、
感
謝
さ
れ
た
り
す
る
等
の
体
験
が

子
ど
も
達
の
自
己
肯
定
感
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

幼
児
と
児
童
が
一
緒
に
過
ご
す
時
間
や
場

を
設
定
し
、
直
接
触
れ
あ
う
こ
と
で
、
小
学

校
へ
の
円
滑
な
接
続
に
有
効
で
あ
る
と
共

に
、
幼
児
や
児
童
の
学
び
を
広
げ
た
り
、
深

め
た
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
保
育
者
や
教
員
が
話
し
合
い
、
計

画
し
実
践
で
き
る
こ
と
か
ら
交
流
活
動
を
広

げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て,

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
子
ど
も
達
の
育

ち
を
支
え
、
小
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続

に
つ
な
が
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

雨天時でもカッパを着て、持田幼稚園ま
で歩きました。

幼稚園のお友達と♪貨物列車♪で遊ん
だよ！

持田幼稚園さんと一緒に持田小学校へ

お兄さん・お姉さんから折り紙で作ったプ
レゼントをもらったよ！

小学生のお兄さん・お姉さんが絵本の読
み聞かせ。
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櫂
伝
馬
船
作
り
に
取
組
み
ま
し

た
。保
育
者
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

大
き
な
段
ボ
ー
ル
を
土
台
に
五
大

地
の
船
を
作
り
ま
し
た
。
完
成
し

た
船
の
横
で
、『
剣
櫂
』
に
な
り

き
っ
て
踊
る
子
の
姿
。
キ
レ
が
良

く
、
表
情
も
真
剣
そ
の
も
の
。
親

子
で
お
風
呂
の
時
間
に
練
習
を
し

て
い
る
と
の
事
。
十
年
後
を
心
待

ち
に
し
て
い
る
様
子
で
す
。
自
分

が
主
役
の
夢
を
描
け
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

別
の
日
に
は
、
還
御
祭
の
様
子

を
観
ま
し
た
。園
長
が
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
で
映
し
出
し
、
分
か
り
や

す
い
説
明
を
加
え
ま
し
た
。ま
た
、

本
園
職
員
の
お
子
さ
ん
が
櫂
伝
馬

船
の
『
采
振
り
』
を
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
厚
意
で
剣
櫂
役
と
共
に

来
園
し
、
子
ど
も
達
の
目
の
前
で

踊
り
を
披
露
し
て
く
れ
る
機
会
に

も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
間
近
で
観
る

采
振
り
の
踊
り
・
剣
櫂
の
踊
り
に

感
動
し
、
お
も
わ
ず
手
足
が
動
き

始
め
る
子
ど
も
達
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
郷
土
の
歴
史
に
関
す

る
子
ど
も
達
の
活
動
も
、
地
域

の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
し
た
。

大
勢
の
観
光
客
が
見
込
ま
れ
た

「
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
」。
そ
の
観
覧

は
地
元
の
行
事
と
言
え
ど
も
、
容自作の「櫂伝馬船」の前で本物の踊り手との共演です。

　

今
年
は
「
水
都
松
江
」
に

三
百
七
十
年
続
く
、
日
本
三
大
船

神
事
「
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
」
が
盛

大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
元

号
も
「
令
和
」
と
替
わ
り
、
そ
の

初
年
度
の
記
念
す
べ
き
催
し
と
な

り
ま
し
た
。

　

し
ら
ゆ
り
第
３
保
育
園
の
年
長

児
は
、
そ
の
中
日
祭
の
観
覧
に
出

か
け
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
園

の
立
地
し
て
い
る
矢
田
地
区
も
櫂

伝
馬
船
で
神
事
を
担
う
五
大
地
の

一
つ
だ
か
ら
で
す
。
園
児
の
中
に

は
、矢
田
や
馬
潟
の
子
が
い
ま
す
。

神
事
が
近
づ
く
に
つ
れ
「
ホ
ー
ラ

ン
エ
ン
ヤ
」の
節
を
真
似
す
る
子
、

船
上
で
の
踊
り
を
見
せ
て
く
れ
る

子
も
い
ま
し
た
。

　

心
待
ち
に
し
て
い
た
観
覧
当

日
。飾
り
立
て
ら
れ
た
櫂
伝
馬
船
、

迫
力
あ
る
掛
け
声
や
唄
、
船
上
で

の
勇
壮
華
麗
な
踊
り
に
子
ど
も
達

は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達

の
心
に
根
付
い
た
「
ホ
ー
ラ
ン
エ

ン
ヤ
」
は
、
生
活
や
遊
び
の
中
に

取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
子
ど
も
達
は
絢
爛
豪
華
な

地
域
の
歴
史
に
触
れ
て
育
つ

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
市

役
所
や
竹
矢
公
民
館
、
竹
矢
小
学

校
な
ど
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

園
長
が
働
き
か
け
、
観
覧
場
所
の

確
保
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達

を
十
年
に
一
度
の
伝
統
的
行
事
に

触
れ
さ
せ
た
い
と
い
う
園
と
し
て

の
願
い
の
実
現
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
、
更
に
展
開
し
て
い
く
子
ど
も

達
の
「
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
」
に
関

わ
る
活
動
が
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
今
年
は
、
矢
田
地
区
に

と
っ
て
節
目
の
年
に
な
り
ま
し

た
。
六
十
四
年
も
の
歴
史
を
綴
っ

た
「
矢
田
の
あ
ゆ
み
」
と
い
う
郷

土
誌
が
発
刊
さ
れ
た
の
で
す
。
こ

の
あ
ゆ
み
に
は
、
し
ら
ゆ
り
第
３

保
育
園
の
事
も
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
し
、
毎
年
参
加
し
て
い
る
「
矢

田
地
区
夏
祭
り
」
の
昔
懐
か
し
い

写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
や
子
ど
も
の
貧
困
な
ど
、

子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
環
境
は
時

代
と
共
に
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
け
れ
ど
大
切
に
守
っ
て

い
き
た
い
伝
統
行
事
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
と
地

域
に
触
れ
、
自
然
に
親
し
み
、
豊

か
な
経
験
を
さ
せ
て
行
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。

児童福祉施設　しらゆり第３保育園

絢爛豪華な舟に勇壮な踊りに身を乗り出して見ている子ども達。
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子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
園
外
保
育
を
楽
し
む
た
め
に 

～
交
通
安
全
指
導
を
受
け
て
～

児童福祉施設　しらゆり千鳥保育園

横断歩道は車が来ないか確かめて渡ります

一列になって歩くのは難しいな～

おまわりさんの発案で作ったロープ

ス
を
歩
い
て
、
危
険
と
思
わ
れ
る

箇
所
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
き

ま
し
た
。「
歩
道
の
な
い
道
」や「
信

号
機
の
な
い
横
断
歩
道
」
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
子
ど
も
の
安
全

を
守
る
為
に
引
率
す
る
職
員
体
制

は
何
人
が
い
い
の
か
な
ど
を
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
そ
の
話
し
合
い
を
も
と

に
あ
か
ゆ
り
組
（
５
歳
児
）
さ
さ

ゆ
り
組
（
４
歳
児
）
で
城
山
ま
で

散
歩
に
出
か
け
ま
し
た
。
両
ク
ラ

ス
担
任
、
園
長
、
課
長
の
６
名
の

体
制
で
出
か
け
ま
し
た
。

　

散
歩
に
行
く
前
に
、「
車
が
急

に
列
に
飛
び
込
ん
で
く
る
こ
と
が

あ
る
こ
と
」「
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ

て
い
て
も
事
故
に
は
あ
う
こ
と
」

　

滋
賀
県
大
津
市
の
保
育
園
が
散

歩
中
事
故
に
あ
っ
た
事
案
、
又
昨

今
の
事
故
を
踏
ま
え
て
、
当
保
育

園
で
も
「
散
歩
」
に
つ
い
て
見
直

し
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。「
保

育
園
近
隣
の
普
門
院
沿
い
の
道
の

交
通
量
が
多
く
、
散
歩
中
の
子
ど

も
の
安
全
は
大
丈
夫
な
の
か
」「
保

育
園
近
隣
の
道
路
を
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
保

護
者
か
ら
心
配
の
声
や
ご
意
見
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
散
歩
」
の
見
直
し

を
す
る
い
い
機
会
と
捉
え
「
城
山

ま
で
の
散
歩
コ
ー
ス
」に
し
ぼ
り
、

コ
ー
ス
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
再

点
検
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
保
育
者
だ
け
で
散
歩
コ
ー

な
ど
子
ど
も
た
ち
に
「
自
分
の
命

を
守
る
」
話
を
し
ま
し
た
。
今
回

は
子
ど
も
の
性
格
等
を
考
慮
し
た

並
び
方
で
実
施
し
ま
し
た
。
安
全

に
散
歩
は
で
き
た
も
の
の
、
こ
れ

で
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
…
と
い

う
不
安
も
あ
り
、
内
中
原
交
番
さ

ん
に
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

事
前
に
内
中
原
交
番
の
方
と
打

ち
合
わ
せ
を
し
、
警
察
と
し
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

◦ 

散
歩
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
ゼ
ン

リ
ン
地
図
な
ど
で
縮
小
の
地
図

を
作
り
、
保
育
者
間
で
地
図
上

で
の
危
険
箇
所
の
共
通
理
解
を

し
て
お
く
。

◦ 

歩
道
の
無
い
道
路
で
は
２
人
で

手
を
繋
い
で
歩
く
の
で
は
な

く
、
１
列
で
歩
く
方
が
好
ま
し

い
。
一
列
で
歩
く
た
め
の
手
段

と
し
て
、
４
人
１
組
で
持
つ
誘

導
ロ
ー
プ
の
よ
う
な
も
の
を
持

つ
方
法
も
あ
る
。

◦ 
横
断
歩
道
用
安
全
旗
を
う
ま
く

利
用
し
、
通
行
す
る
車
両
に
早

く
か
ら
子
ど
も
が
横
断
し
た

り
、
歩
い
た
り
し
て
い
る
姿
を

伝
え
る
よ
う
に
す
る
。

　

早
速
誘
導
ロ
ー
プ
を
職
員
が
手

作
り
を
し
て
今
回
の
交
通
安
全
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
内
中
原
交
番

か
ら
２
名
の
お
ま
わ
り
さ
ん
に
来

て
い
た
だ
き
、
実
際
に
あ
か
ゆ
り

組
の
子
ど
も
た
ち
と
「
城
山
ま
で

の
散
歩
コ
ー
ス
」
を
一
緒
に
歩
い

て
い
た
だ
き
な
が
ら
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
２
人
で
手
を
繋
い
で

散
歩
に
出
か
け
て
い
た
の
で
、
一

列
に
な
っ
て
歩
く
と
い
う
こ
と
が

と
て
も
難
し
く
「
友
だ
ち
と
歩
く

速
さ
を
合
わ
せ
て
歩
き
ま
し
ょ

う
」と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

友
だ
ち
と
速
さ
を
合
わ
せ
る
の
は

個
人
差
も
あ
り
と
て
も
難
し
い
こ

と
で
し
た
。

　

今
回
は
「
歩
道
の
な
い
道
路
の

白
線
の
内
側
を
一
列
で
ま
っ
す
ぐ

に
な
っ
て
歩
く
」
と
い
う
こ
と
が

課
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

誘
導
ロ
ー
プ
の
改
良
も
必
要
に
な

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
指
導
を
通
し
て
、
保

育
者
や
子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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秋
が
徐
々
に
深
ま
っ
て
い
く
９
月

の
初
旬
、
私
た
ち
４
名
は
羽
田
空
港

か
ら
ド
イ
ツ
へ
出
発
し
ま
し
た
。
フ

ラ
イ
ト
は
約
11
時
間
。
期
待
を
胸
に

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
に
降
り
立
ち

ま
し
た
。
日
本
よ
り
涼
し
く
、
一
ヶ

月
く
ら
い
先
の
気
温
と
聞
い
て
お

り
、
10
月
頃
の
感
覚
で
過
ご
し
や
す

い
気
候
で
し
た
。

　
　
　

　　

ド
イ
ツ
は
国
名
を
ド
イ
ツ
連
邦
共

和
国
と
い
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
真

ん
中
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
国
土

は
日
本
と
同
じ
位
の
３
５
・
７
万
Ｋ

㎡
。
時
差
は
マ
イ
ナ
ス
８
時
間
。
人

口
は
約
８
３
０
０
万
人
で
す
。
首
都

は
ベ
ル
リ
ン
。
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
１
９
８
９
年
東
西
ド
イ
ツ
を
隔
て

て
い
た
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
壊
さ
れ
、

１
９
９
０
年
に
再
び
統
一
国
家
に
な

り
ま
し
た
。

　

公
用
語
は
ド
イ
ツ
語
。
通
貨
は

ユ
ー
ロ
で
す
。
欧
米
の
中
で
も
経
済

力
の
高
い
国
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生

産
）
の
高
さ
は
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、

日
本
に
次
い
で
世
界
で
第
４
位
。
産

業
は
自
動
車
や
機
械
を
中
心
と
す
る

工
業
や
製
薬
業
、
食
品
製
造
業
、
建

設
業
、
医
療
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
自
動
車
輸
出
台
数
は
、
フ
ラ
ン

ス
に
次
い
で
２
位
で
す
。
日
本
で
も

人
気
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
「
メ
ル
セ

暖　

心　
　
　
　
　
　
　

勝
部　

 

瞳

し
ら
ゆ
り
第
２
保
育
園　

福
田 

修
子

し
ら
ゆ
り
第
２
保
育
園　

野
津 

美
和

泉
の
園　
　
　
　
　
　
　

中
田 

由
紀

ド
イ
ツ
っ
て
こ
ん
な
国

ノイシュバンシュタイン城

ハイデルベルク城にて
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デ
ス
・
ベ
ン
ツ
」
や
「
Ｂ
Ｍ
Ｗ
」「
ポ

ル
シ
ェ
」「
ア
ウ
デ
ィ
」「
フ
ォ
ル
ク

ス
ワ
ー
ゲ
ン
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

滞
在
中
、
日
本
と
違
う
と
感
じ
た
点

は
ト
イ
レ
が
有
料
と
い
う
こ
と
と
、

道
路
事
情
で
す
。

　

ド
イ
ツ
の
ト
イ
レ
は
基
本
的
に
有

料
ト
イ
レ
が
主
流
で
す
。
50
セ
ン
ト

～
１
ユ
ー
ロ
（
約
61
円
～
123
円
）
を

払
え
ば
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
機

械
化
さ
れ
て
い
る
無
人
タ
イ
プ
と
係

り
の
人
に
お
金
を
払
う
有
人
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
。
ト
イ
レ
は
比
較
的
綺

麗
で
す
の
で
安
心
し
て
使
用
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
道
路
で
車
は
右
側
通

行
。
高
速
道
路
に
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
と

い
う
制
限
速
度
が
存
在
し
な
い
区
域

が
あ
り
ま
し
た
。
無
制
限
と
は
い
え

移
動
し
て
い
る
間
に
恐
怖
を
感
じ
る

ほ
ど
高
速
走
行
の
車
は
見
ま
せ
ん
で

し
た
が
。

　

ド
イ
ツ
は
福
祉
先
進
国
で
介
護
保

険
は
日
本
よ
り
６
年
ほ
ど
早
く
成
立

し
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
に
よ
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
Ａ
Ｗ

Ｏ
（
労
働
者
福
祉
団
体
）
は
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
大
学
、
図
書
館
、
博
物
館
な
ど

が
近
隣
に
あ
る
市
街
地
に
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
施
設
は
ユ
ダ
ヤ
人
博
愛
主
義

者
ア
イ
ゼ
ン
バ
ー
グ
氏
の
支
援
を
受

け
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
ア
ウ
シ
ュ

ビ
ッ
ツ
の
強
制
収
容
所
を
追
わ
れ
た

ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
の
施
設
で
す
。

　

対
応
し
て
頂
い
た
代
表
の
グ
ラ
イ

デ
氏
よ
り
介
護
保
険
や
施
設
概
要
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
ユ
ダ
ヤ
の
祝
祭
日
だ
っ
た

た
め
１
Ｆ
フ
ロ
ア
で
二
人
の
ユ
ダ
ヤ

教
の
宗
教
的
指
導
者
と
入
居
者
及
び

そ
の
家
族
で
ミ
サ
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

施
設
は
１
９
８
５
年
以
来
Ａ
Ｗ
Ｏ

が
運
営
。
ユ
ダ
ヤ
人
専
用
の
施
設
な

の
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
や
イ
ス
ラ
エ

ル
の
背
景
、
宗
教
的
な
ケ
ア
（
食
事

や
行
事
に
つ
い
て
の
配
慮
）
言
語
の

仲
介
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

入
居
者
は
53
名
で
全
員
が
ユ
ダ
ヤ

人
で
す
。
強
制
収
容
所
を
追
わ
れ
た

方
た
ち
で
ト
ラ
ウ
マ
が
大
き
く
、
不

安
症
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
く
、
ま

た
80
％
か
ら
85
％
が
認
知
症
だ
そ
う

で
す
。
53
名
中
50
名
が
生
活
保
護
受

給
者
で
す
。

　

他
の
介
護
施
設
と
同
様
、
要
介
護

度
２
以
上
で
の
入
所
、
平
均
介
護
度

は
３
・
５
。
平
均
年
齢
は
87
歳
。
入

所
期
間
３
・
８
年
と
長
く
、
誇
り
に

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。（
バ
イ

エ
ル
ン
州
施
設
で
は
平
均
６
か
月
）

　

費
用
等
に
つ
い
て
は
入
所
自
己
負

担
金
２
６
０
０
～
２
７
０
０€

（
約

33
～
35
万
円
）。
大
半
が
生
活
保
護

受
給
者
な
の
で
州
が
費
用
負
担
し
て

い
ま
す
。
施
設
は
入
所
希
望
が
あ
れ

ば
基
本
的
に
は
拒
否
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
自
己
負
担
の
残
り
を
介
護

保
険
で
賄
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
勤
務
者
20
～
23
名
。

女
性
が
多
く
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を

希
望
し
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
半
日

勤
務
等
の
人
も
い
て
実
質
33
名
。
介

護
ス
タ
ッ
フ
は
移
民
者
が
多
く
、
東

ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
出

身
者
が
多
数
。
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
う

ち
ド
イ
ツ
人
が
わ
ず
か
４
名
。
人
手

不
足
が
深
刻
で
外
国
人
を
受
け
入
れ

て
お
り
、
今
後
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ロ

Ａ
Ｗ
Ｏ
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
視
察

3

2

1

1 明るく居心地がよさそうな食堂
2 所長グライデ氏と
3 部屋は明るく快適な様子（空いている部屋を見学）
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シ
ア
の
移
民
が
増
え
る
だ
ろ
う
と
の

こ
と
で
し
た
。
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
は

ド
イ
ツ
語
で
の
記
録
が
作
成
で
き
な

い
こ
と
が
問
題
で
、
介
護
に
つ
い
て

も
言
葉
の
壁
が
問
題
に
な
る
こ
と
が

あ
る
そ
う
で
す
。

　

ド
イ
ツ
全
体
で
も
介
護
ス
タ
ッ
フ

の
不
足
が
深
刻
な
問
題
で
３
万
人
不

足
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
20
年
前
か

ら
す
で
に
不
足
し
て
お
り
、
今
後
更

に
不
足
す
る
見
込
み
と
の
こ
と
で
し

た
。
入
居
者
の
人
数
や
介
護
度
に

よ
っ
て
ス
タ
ッ
フ
を
解
雇
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
困
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

ド
イ
ツ
全
体
で
介
護
に
関
し
て
４

つ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
関
が
あ
り
、

昼
夜
を
問
わ
ず
調
査
員
に
よ
る
監
査

の
よ
う
な
も
の
が
抜
き
打
ち
で
あ
り

厳
格
に
管
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

各
部
屋
は
個
室
で
そ
れ
ぞ
れ
入
居

者
の
好
み
に
綺
麗
に
飾
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ベ
ッ
ド
は
リ
フ
ト
仕
様
に

な
っ
て
お
り
ス
タ
ッ
フ
の
介
護
負
担

の
軽
減
負
担
を
考
慮
。
お
む
つ
回
収

ボ
ッ
ク
ス
が
各
階
の
廊
下
に
あ
り
、

陰
圧
密
封
さ
れ
て
い
る
た
め
、
館
内

は
施
設
特
有
の
臭
い
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。（
ボ
ッ
ク
ス
ご
と
地
下
で

処
理
さ
れ
て
い
る
）
食
堂
に
は
き
れ

い
な
色
の
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
が
か
け

ら
れ
、
花
が
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
で
は

５
段
階
。
全
て
の
年
齢
層
で
要
介
護

状
態
に
な
っ
た
者
が
要
介
護
者
。
加

入
に
つ
い
て
は
医
療
保
険
制
度
の
加

入
者
全
員
が
対
象
。
介
護
給
付
は
現

金
給
付
（
医
療
系
は
含
ま
ず
）
と
の

こ
と
で
し
た
。
介
護
保
険
料
が
払
え

な
い
場
合
、
生
活
保
護
を
受
け
て
で

も
介
護
保
険
を
払
う
し
受
け
る
よ
う

に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
指
定

さ
れ
て
い
る
ラ
イ
ン
川
を
観
光
船

に
乗
っ
て
周
遊
し
ま
し
た
。
ス
イ

ス
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン

ダ
を
流
れ
、
北
海
に
注
ぐ
全
長
１
，

２
３
３
キ
ロ
の
ラ
イ
ン
川
。
ド
イ
ツ

人
に
は
「
父
な
る
川
」
と
呼
ば
れ
、

親
し
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
歌
に

も
な
っ
て
い
る
ロ
ー
レ
ラ
イ
伝
説
を

持
つ
小
高
い
岩
山
や
、
川
沿
い
の
美

し
い
街
並
み
や
ぶ
ど
う
畑
。
そ
し
て

映
画
に
出
て
き
そ
う
な
威
厳
あ
る
中

世
の
古
城
な
ど
が
川
岸
に
次
々
と
現

れ
ま
し
た
。

　

バ
ー
デ
ン
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州

北
西
部
に
位
置
す
る
都
市
「
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
」
は
、
17
世
紀
後
半
の
面

影
が
残
る
街
で
す
。
街
を
象
徴
す
る

の
は
ネ
ッ
カ
ー
川
に
か
か
る
赤
砂
岩

の
ア
ル
テ
橋
か
ら
見
る
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
城
。
城
か
ら
は
絵
の
よ
う
に
美

し
い
街
並
み
を
眺
め
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ド
イ
ツ
最
古
の
大
学
が
あ

る
こ
と
か
ら
学
生
の
街
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、
古
い
町
並
み
と
活
気
の

あ
る
若
者
達
が
共
存
し
て
い
る
街
で

し
た
。

　

オ
ッ
ト
ー
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
華
や
か

な
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
、
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
館
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
最
古
の
宮

殿
建
築
で
、
同
じ
敷
地
内
に
別
の
時

代
の
建
築
物
が
並
ん
で
い
る
の
で
見

比
べ
る
の
も
楽
し
く
、
長
い
年
月
を

か
け
て
造
ら
れ
た
歴
史
的
な
建
物
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
南
部
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
に

属
し
て
お
り
、
街
の
歴
史
は
９
世
紀

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
城
壁
に
囲
ま
れ
た
ロ
ー
テ
ン
ブ

ル
ク
の
街
は
、
ド
イ
ツ
中
世
の
街
並

み
が
ほ
ぼ
完
璧
な
形
で
保
存
さ
れ
て

い
る
た
め
、「
中
世
の
宝
石
箱
」
と

称
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
建
物
が
可
愛

ド
イ
ツ
中
南
部
の
視
察

2 1

1  ライン川下りにて。次々
と古城が川岸に。

2  フリードリヒ館1607年
に建てられました。
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ら
し
く
並
ん
で
お
り
、
ま
さ
に
メ
ル

ヘ
ン
の
世
界
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
よ
う
で
し
た
。

　

ノ
イ
シ
ュ
バ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
は

ド
イ
ツ
語
で
「
新
白
鳥
城
」
と
い
う

意
味
の
世
界
の
名
城
の
ひ
と
つ
で
、

１
９
世
紀
に
第
４
代
バ
イ
エ
ル
ン
国

王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
２
世
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
お
城
で
す
。
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
に
あ
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の

お
城
の
モ
デ
ル
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

城
中
を
見
学
で
き
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
説
明
を
音
声
で
聴
け
る
機
械

を
借
り
て
聴
き
な
が
ら
進
み
ま
す
。

（
音
声
説
明
は
日
本
語
が
あ
っ
た
の

で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。）
実
際
に
誰

か
が
生
活
を
し
て
い
た
こ
と
は
な
い

そ
う
で
す
。
城
内
は
部
屋
ご
と
に

テ
ー
マ
が
あ
り
趣
向
を
こ
ら
し
た
装

飾
が
素
敵
で
し
た
。
天
井
に
も
壁
に

も
絵
画
が
施
さ
れ
、
ま
さ
に
イ
メ
ー

ジ
通
り
の「
お
城
」で
し
た
。特
に「
王

座
の
間
」で
は
５
階
ま
で
吹
き
抜
け
、

神
の
加
護
を
受
け
た
王
国
と
城
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
床
に
は
植
物
の
モ
ザ

イ
ク
、
天
井
に
は
太
陽
と
星
が
描
か

れ
宇
宙
全
体
を
表
現
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
重
さ
９
０
０
㎏
の
シ
ャ
ン
デ

リ
ア
は
純
金
メ
ッ
キ
と
贅
を
つ
く
さ

れ
て
い
て
印
象
的
で
し
た
。

　

ド
イ
ツ
は
日
本
と
似
た
介
護
保
険

制
度
を
有
す
る
数
少
な
い
国
の
た

め
、
参
考
に
な
る
部
分
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
加
入
年
齢
や
給
付
対
象
者

が
日
本
と
大
き
く
違
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
印
象
的
だ
っ
た
の

は
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
に
よ
り
外

国
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
多
く
勤
務
し
て

お
ら
れ
る
こ
と
で
し
た
。
日
本
で
も

同
じ
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
は
共

通
の
課
題
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
問
題

や
課
題
に
つ
い
て
共
通
す
る
件
が
多

く
、
先
を
見
越
す
の
に
よ
い
例
に
な

り
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ド
イ
ツ
の
文
化
や
歴
史
・

旧
跡
に
触
れ
見
聞
を
広
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
度
は
ま
た
と
な

い
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
研

修
視
察
で
感
じ
学
ん
だ
こ
と
を
今
後

の
業
務
に
活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
で
の
業
務
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し

て
い
く
と
共
に
自
分
自
身
の
資
質
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 視

察
研
修
を
終
え
て

街並みを歩くだけでも楽しい民族衣装を着た人のパレード

  屋台で買ったパン・ソーセージセット

ミュンヘン市庁舎

ハイデルベルグ市街
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松江市山代町934-10 TEL.0852-21-0791　FAX.0852-21-2829

障がい者支援施設　光洋の里
境港市渡町2480 TEL.0859-45-5400　FAX.0859-45-5411

社会福祉法第26条　第１項

施
行
令
第
４
条

介護保険法
に規定する
居宅介護支
援事業  他

居宅介護支援事業所　ナイス
松江市山代町934-5 TEL.0852-31-3288　FAX.0852-27-6982

訪問看護ステーション　暖心
松江市山代町934-5 TEL.0852-28-0906　FAX.0852-27-6982

社会福祉法第２条　第３項

第
２
号

児童福祉法
に規定する
保育所

児童福祉施設　しらゆり保育園
松江市大庭町135-1 TEL.0852-22-3803　FAX.0852-60-7132

児童福祉施設　しらゆり第２保育園
松江市西持田町336-5 TEL.0852-23-3340　FAX.0852-60-7131

児童福祉施設　しらゆり第３保育園
松江市矢田町484-6 TEL.0852-26-2356　FAX.0852-60-7130

児童福祉施設　しらゆり千鳥保育園
松江市北田町188-3 TEL.0852-21-3440　FAX.0852-60-7135

第
４
号

老人福祉法
に規定する
事業

老人・障がい者ホームヘルプサービス事業　ねぎらい
松江市山代町934-5 TEL.0852-31-3328　FAX.0852-27-6982

老人デイサービス事業　きらめき
松江市山代町934-5 TEL.0852-31-3370　FAX.0852-27-6982

第
４
の
２
号

障害者総合
支援法に規
定する障害
福祉サービ
ス事業

就労継続支援Ａ型事業　ワークセンター島根
松江市矢田町250-110 TEL.0852-22-4105　FAX.0852-31-1167

生活介護事業　さざなみ
境港市渡町2480 TEL.0859-45-5407　FAX.0859-45-1107

共同生活援助事業　互助の館
松江市東津田町1324-1
松江市矢田町484-6

TEL.0852-67-3500　FAX.0852-67-3500
TEL.0852-31-8313　FAX.0852-31-8313

相談支援事業所　ねくすと
松江市山代町934-10 TEL.0852-21-5080　FAX.0852-21-2829

http: //www.sirayurikai.or. jp/
時代のニーズに応える、新しい社会福祉づくりに取り組んでいます。

（注）各施設の記載順は社会福祉法に定める事業の順とした

第一種事業 第二種事業 公益事業

社会福祉法人  しらゆり会

統括事務局　松江市山代町 934-5　TEL.0852-21-0789 FAX.0852-27-6985

　希望の園では利用者様個々の目標に向け、各事業別に
様々な活動に取り組んでいます。また、様々な全事業共通
のイベントもあり、生活にメリハリを付けると共に、活力に
して頂けるようにしています。

希望の園の様子写真

　今年度は新しい元号が何になるかと、様々な憶測が
飛び交う中でのスタートだったように思います。５月１日よ
り新しい元号令和がスタート、子供や若い世代には新鮮
に、平成の時代を背負ってこられたみな様には感慨深い
ものがあったかと思います。皆さんに言える事は新しい元
号令和を気持ちよく迎えられたのではないでしょうか。
　また１０月には消費税も10％となります。増税分の一
部が社会保障４経費に充てられることになっています。
これにより、全世代の社会保障が充実すると言われてお
り、子供からお年寄りまで、安心して生活出来る社会に
なることを願っています。
　最後になりましたが、発刊に際しまして、お忙しい中ご
寄稿頂きました皆様方には心から御礼申し上げます。

編 集 記後


